

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































新　　暦 旧　　暦 干支 行　　　　事
1980／09／17 1980／08／09 癸巳 ＊シッシン（節祭）（4日間）
21 12 酉申 ピンガン（彼岸）
23 15 己亥 スグヤ（十五夜）
29 21 乙巳 ＊カナムヌソージ
30 22 丙午 ＊ヌブリ
10／21 9／13 丁卯 ＊ミワクチエ
22 14 戊辰 ＊カンパナ
27 19 癸酉 ＊アラタービ
11／01 24 戊寅 ＊シマフサラー
06 29 癸未 ＊アミニゲー（アサニゲー）3日間
07 30 甲申 ＊ウシンバンユーレ
08 10／01 乙酉 ＊ナータビ
21 14 戊戌 ＊アミニゲー（アサニゲー）
24 17 辛丑 ＊アミニゲー（スーニゲー）
12／05 28 壬子 ＊ナータービ
14 11／08 辛酉 ＊ミイガクムリ
22 16 己巳 ＊ミニンバン
31 25 戊寅 ＊ブータビ
1981／01／01 26 己卯 ションガチ（新正）
04 29 壬午 ＊トシヌヌブリ
02／01 12／27 庚戌 ＊カナムヌソージ
02 28 辛亥 ＊ヌブリ
03 29 壬子 ＊アラブリ
05 1981／01／01 甲寅 ションガチ（旧正）
07 03 丙辰 ＊トピィブナー
12 08 辛酉 ＊イチカクムリ
20 16 己巳 ジルクニチ（十六日祭）
23 19 壬申 ＊2月ミワクチェー
24 20 癸酉 ＊カンパナ
03／06 02／01 癸未 ＊2月シマフサラー
12 07 己丑 ＊トマニゲー
18 13 乙未 ピンガン（彼岸）
04／07 03／03 乙卯 ＊サニチ（三月三日）
05／12 04／09 庚寅 ＊ブサチマチー
22 19 庚子 ＊アミニゲー（アサニゲー）
31 28 己酉 ＊トリンバンユレー
06／02 05／01 辛亥 ＊トピムヌニゲー
03 02 壬子 ＊ナーブリ
12 11 辛酉 ＊スクマンマチ
12 11 辛酉 ＊ナンガクムリ
12 11 辛酉 ＊カナムヌソージ
24 23 癸酉 ＊シピランカアギ
07／Ol 30 庚辰 ＊ヌブリ
03 06／02 壬午 ＊ブリブチ
04 03 癸未 ＊シマフサラー
09 08 戊子 ＊ミワクチェー
10 09 己丑 ＊カンパナ
11 10 庚寅 ＊プーリン
12 11 辛卯 ＊プーリン（アサヨイ）
13 12 壬辰 ＊アミジワー
14 13 癸巳 ＊アミジワー（ユーニゲー）
20 19 己亥 ＊トマニゲー
08／06 07／07 丙辰 七日ソーリン
12 13 壬戌 ソーリン（シキルピン）
13 14 癸亥 ソーリン（ムシャーマ）
14 15 甲子 ソーリン（ウグルピン）
15 16 乙丑 ソーリン　（イタシキバラ）
＊は神行事 （波照間島民俗芸能保存会1982による）
　　　　　　　　　　　　　　　182
波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼
表
二
　
神
行
事
日
程
表
　
昭
和
5
9
年
度
　
波
照
間
公
民
館
11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　9　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　5
月　　　　　　　　　　　　月　　　月月　　　　　　　　　　　　月　　　　月
3　31　　　　23　22　21　16　　　　11　6　　5　14　13　1　　4　28　27　26　25　24　23　18　17　15　8　27　27　27　18
日日　　日日日日　　日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
月
日
かつ　　かつつみ　　つみみかかつつみみかかつつみみかみかかかみ
のち　　のちぢず　　ちつづののちぢつづののちぢずずのつのののず
とえ　　えののの　　のののとえののののとえのののねえのとととの
うい　　ととえと　　えとえゐいと　ととえう　と　とえとうたと　と　と　とえ
しぬ　　らうねひ　　ととさ　　ぬいゐみたしらうねひまつとりりりね
　　　　し　　つ　　らりる　　　ぬ　　　つ　　　し　　つ　　　り
　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ
雨雨　　ナウ雨シ　　ア神ミ年カシトユアアプ神ミシブヌシカ七スナニニ　　1シニマ　　ラバワ始ナチマ1ミサ1パワマリブビナ日ク　［
ゲゲ　　タヌゲフ　　タナクのム入ニニジヨリナクフブリラムクマブ
ス朝　　ビバ朝サ　　ビ　　チヌヌリゲゲワイン　　チサチ　　ンヌモンリニニ　　　ンニラ　　　　　エブソ　　1　1　［　　　　　エラ　　　カソリマ
ゲゲ　　　　ユゲ　　　　　　　　リ　1　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　1　　タ
　　　　レ　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ
　　　　1
行
事
名
4村ク北　　村村マ村村村ト村9村　　豊　　豊村村村　　ト　村村村
日ブパ南　　ブブンブブブネブ月ブ　　年　　年ブブブ　　ネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブブブ
マサン前　　ササズサササ元サ1サ　　祭　　祭サササ　　元　　サササ
デ　　　名　　　　　　　　　家　　日　　　　　　　　　　　　家ユ花花石　　花花　　花グ花　　花～ミ　　　　　　グニ花　　　　　花ミミ
マ米米村　　米米　　米ソ米チ米4キ　　　　　　ソン米　　チ　　米キキ
チ　　　ブ　　　　　　　ミ　　1　　日　　　　　　　ミニ　　　　1
　11ミサ　　23　　　ミ　　ミタ　　ま花　　　　　　　ク　　　タ　　　花ク
　月キ　　　日　　　キ　　キキ　　で米　　　　　　　　　　ガ　　　米パ
　2　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　28ン
　日マ　　　で　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　EI
　マ　ン　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
　デズ　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ
備
考
と
よ
ば
れ
て
い
る
（
図
一
「
波
照
間
島
集
落
図
」
参
照
）
。
波
照
間
島
の
も
っ
と
も
古
い
集
落
と
さ
れ
て
い
る
外
は
島
の
や
や
西
部
に
位
置
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
四
集
落
は
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
か
た
ま
っ
て
位
置
し
て
い
る
。
各
集
落
に
は
ワ
ー
と
よ
ば
れ
る
御
嶽
が
あ
り
、
集
落
に
居
住
す
る
ひ
と
び
と
は
家
族
単
位
に
こ
れ
ら
の
ワ
ー
に
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
嶽
の
神
行
事
に
か
か
わ
る
女
性
神
役
の
ツ
カ
サ
や
パ
ナ
ヌ
フ
ァ
な
ど
の
神
役
組
織
は
、
各
部
落
単
位
に
構
成
さ
れ
る
な
ど
、
各
部
落
は
政
治
的
に
も
宗
教
的
に
も
一
定
の
独
立
性
を
保
持
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ー
と
の
関
係
は
家
族
単
位
の
関
係
の
ほ
か
に
、
個
人
単
位
の
関
係
も
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
ワ
ー
と
の
関
係
は
部
落
単
位
に
明
確
に
区
分
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
ム
シ
ャ
ー
マ
や
ソ
ー
リ
ン
は
神
行
事
で
は
な
い
か
ら
、
ワ
ー
や
ツ
カ
サ
、
パ
ナ
ヌ
フ
ァ
は
こ
の
行
事
に
は
関
係
し
な
い
。
ま
た
、
盆
の
墓
参
り
の
対
象
と
な
る
墓
は
、
五
つ
の
集
落
の
周
辺
部
の
散
在
し
て
お
り
、
波
照
間
島
に
は
い
わ
ゆ
る
墓
地
は
な
い
。
　
波
照
間
島
の
年
中
行
事
の
中
心
を
な
す
神
行
事
は
、
数
も
種
類
も
多
く
き
わ
め
て
複
雑
な
構
造
を
特
徴
と
し
て
い
る
（
表
一
）
。
神
行
事
の
日
程
は
干
支
に
し
た
が
っ
て
決
め
ら
れ
、
旧
暦
で
表
示
さ
れ
る
。
毎
年
旧
暦
九
月
、
一
一
月
、
四
月
の
三
回
開
催
さ
れ
る
バ
ン
ユ
レ
ー
と
よ
ぶ
行
事
に
お
い
て
、
五
つ
の
御
嶽
の
ツ
カ
サ
と
公
民
館
の
役
員
に
よ
る
日
選
り
に
よ
っ
て
日
程
が
決
定
さ
れ
る
。
決
定
さ
れ
た
日
程
は
「
神
行
事
日
程
表
・
昭
和
○
○
年
度
」
（
表
二
）
と
題
す
る
表
に
ま
と
め
ら
れ
、
ガ
リ
版
で
印
刷
さ
れ
て
各
家
庭
や
共
同
売
店
に
配
布
さ
れ
、
目
に
つ
く
場
所
に
掲
示
さ
れ
る
。
　
波
照
間
島
の
神
行
事
は
旧
暦
八
月
上
旬
の
癸
巳
の
シ
ッ
シ
ン
（
節
祭
）
に
始
ま
り
、
　
8
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
旧
暦
六
月
上
旬
の
豊
年
祭
で
あ
る
プ
ー
リ
ン
と
ア
ミ
ジ
ワ
ー
で
終
了
す
る
。
シ
ッ
シ
国立歴史民俗博物館研究報告　第66集（1996）
ン
は
一
年
の
始
め
の
行
事
で
あ
り
、
プ
ー
リ
ン
は
粟
や
稲
の
収
穫
感
謝
祭
、
ア
ミ
ジ
ワ
ー
は
つ
ぎ
の
年
の
収
穫
祈
願
の
行
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
波
照
間
島
の
年
中
行
事
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
神
行
事
の
一
年
が
旧
暦
八
月
に
始
ま
り
、
六
月
に
終
了
す
る
こ
と
で
あ
る
。
住
谷
一
彦
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
（
一
九
七
七
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
波
照
間
島
の
主
要
な
穀
物
で
あ
る
粟
の
農
耕
過
程
と
神
行
事
と
の
対
応
を
意
味
し
て
お
り
、
旧
九
月
の
粟
の
種
蒔
き
が
農
作
の
開
始
で
あ
り
、
旧
暦
四
月
か
五
月
の
そ
の
取
り
入
れ
か
ら
六
〇
日
目
が
プ
ー
リ
ン
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
に
、
波
照
間
島
の
農
業
暦
は
、
白
夏
（
旧
九
～
一
二
月
）
、
春
（
旧
一
～
三
月
）
、
若
夏
（
旧
四
～
六
月
）
、
南
風
夏
（
旧
七
～
八
月
）
の
四
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
神
行
事
は
、
白
夏
、
春
、
若
夏
の
三
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
ツ
ク
ル
ニ
ガ
イ
（
豊
穣
祈
願
）
、
ヌ
ブ
リ
（
天
候
祈
願
）
、
カ
ン
パ
ナ
（
神
へ
の
供
物
を
お
さ
め
る
行
事
）
、
ア
ミ
ニ
ゲ
ー
（
雨
乞
い
）
、
ヒ
ブ
リ
（
水
祭
り
）
な
ど
神
行
事
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
一
年
に
三
回
、
三
期
に
一
回
ず
つ
く
り
か
え
し
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
行
事
は
三
周
期
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。
第
三
に
、
神
行
事
の
季
節
と
祖
先
祭
祀
行
事
の
季
節
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
農
閑
期
で
あ
る
南
風
夏
は
、
神
行
事
で
は
な
く
祖
先
祭
祀
の
季
節
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
盆
行
事
や
法
事
、
洗
骨
な
ど
が
集
中
　
　
　
　
　
ハ
　
　
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
報
告
で
と
り
あ
げ
る
ム
シ
ャ
ー
マ
と
盆
行
事
は
、
南
風
夏
に
行
わ
れ
る
祖
先
祭
祀
行
事
と
さ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
波
照
間
島
の
年
中
行
事
の
特
徴
は
、
日
本
本
土
の
一
般
的
な
年
中
行
事
の
構
造
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
日
本
本
土
の
年
中
行
事
で
は
、
一
年
は
一
月
の
正
月
に
始
ま
り
、
一
二
月
の
大
晦
日
で
終
了
し
、
行
事
の
い
く
つ
か
は
2
回
行
わ
れ
る
こ
ろ
か
ら
、
折
口
信
夫
（
一
九
三
二
）
や
田
中
宣
＝
一
九
八
四
）
が
指
摘
す
る
表
三
　
盆
行
事
の
日
程
（
一
九
八
四
年
）
8
月 新
1211109　8　3 暦
日日日日日日
7
月 旧
16151413127 暦
日日日日日日
イウナシシナ
タグカキラン
シリヌルスガ 行
キビピピピ　1
バンンンンソ
ラ　　　　　　　1 事
リ
ン
共アム先ムム
同ンシ祖シシ
作ガヤ棚ヤヤ
業マ1の11
” マ掃ママ
ム先　　除のの
ラ祖　　と予役
ザ送　　供行割
内
レり　物練分
1　　　’習担
’
　　墓　゜の
獅　　　ま　決
子　　　い　　定
舞　　　り　　゜
容
よ
う
に
年
中
行
事
は
二
重
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
が
、
波
照
間
島
の
年
中
行
事
は
い
わ
ば
神
行
事
に
限
定
し
て
も
三
重
の
構
造
を
も
つ
と
い
え
る
。
し
か
も
、
日
本
本
土
に
お
い
て
は
神
行
事
と
祖
先
祭
祀
行
事
の
季
節
的
な
区
分
は
明
確
で
は
な
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
波
照
間
島
で
行
わ
れ
て
い
る
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
は
、
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
行
事
で
あ
る
ア
ミ
ジ
ワ
ー
の
儀
礼
の
一
部
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
さ
れ
て
い
る
（
波
照
間
民
俗
芸
能
保
存
会
一
九
八
二
）
。
か
つ
て
波
照
間
島
で
は
、
一
年
の
神
行
事
の
最
後
に
プ
ー
リ
ン
（
豊
年
感
謝
祭
）
と
ア
ミ
ジ
ワ
ー
（
豊
年
祈
願
祭
）
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ア
ミ
ジ
ワ
ー
の
二
日
目
の
エ
ン
ヌ
ユ
ー
ニ
ゲ
ー
（
来
年
の
豊
作
祈
願
）
に
は
、
仮
装
行
列
と
綱
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
綱
引
き
は
島
を
東
西
の
二
組
に
わ
け
て
行
わ
れ
、
古
い
村
と
さ
れ
る
西
組
が
勝
て
ば
豊
作
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
綱
引
き
の
勝
敗
を
め
ぐ
っ
て
喧
嘩
沙
汰
が
絶
え
ず
、
島
の
役
人
の
処
置
に
よ
り
、
豊
年
祭
は
御
嶽
に
お
け
る
祈
願
と
雨
乞
い
、
お
よ
び
巻
踊
り
と
呼
ば
れ
る
踊
り
の
み
に
限
定
し
、
綱
引
き
は
中
止
、
仮
装
行
列
は
盆
行
事
の
ム
シ
ャ
ー
マ
に
移
す
と
さ
れ
た
。
一
七
七
一
年
の
津
波
以
後
、
波
照
間
島
出
身
者
に
よ
っ
て
集
落
が
再
建
さ
れ
た
石
垣
島
白
保
や
大
浜
の
豊
年
祭
で
は
、
ミ
ル
ク
を
先
頭
と
す
る
仮
装
行
列
が
今
日
で
も
行
わ
れ
て
い
る
事
実
184
波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼
か
ら
、
こ
の
処
置
は
一
七
七
一
年
の
津
波
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
は
、
盆
の
行
事
と
し
て
の
性
格
に
加
え
て
豊
年
祭
と
し
て
の
意
味
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
　
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
は
現
在
、
波
照
間
島
の
五
部
落
を
西
、
東
、
前
の
三
つ
の
組
に
わ
け
て
、
三
組
の
対
抗
の
形
で
行
わ
れ
る
が
、
勝
敗
を
つ
け
る
儀
礼
は
な
い
。
西
組
は
外
と
名
石
の
二
部
落
、
東
組
は
北
と
南
の
二
部
落
、
前
組
は
前
部
落
か
ら
な
る
。
各
組
は
ム
シ
ャ
ー
マ
の
準
備
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
の
公
民
館
で
整
え
、
当
日
の
儀
礼
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ル
ク
を
先
頭
に
別
々
の
隊
列
を
組
ん
で
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
オ
ー
シ
ャ
と
よ
ば
れ
る
波
照
間
公
民
館
ま
で
行
列
し
、
舞
踊
や
民
謡
も
別
々
に
演
じ
る
。
公
民
館
と
公
民
館
の
前
の
広
場
が
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
の
主
た
る
舞
台
で
あ
る
。
ム
シ
ャ
ー
マ
は
も
と
も
と
は
、
西
組
と
東
組
に
別
れ
て
島
の
双
分
制
的
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
前
部
落
の
戸
数
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
、
前
組
が
独
立
し
た
組
と
な
っ
て
三
組
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
独
立
以
前
は
、
前
組
は
部
落
を
二
分
し
て
東
西
の
組
に
分
割
し
て
所
属
し
て
い
た
。
3
組
の
う
ち
、
本
稿
で
は
東
組
を
中
心
に
ム
シ
ャ
ー
マ
を
観
察
し
た
。
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
は
波
照
間
公
民
館
主
催
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
。
代
表
者
は
公
民
館
長
（
区
長
を
兼
任
）
で
あ
る
。
盆
の
中
日
に
行
わ
れ
る
の
で
、
石
垣
島
や
沖
縄
本
島
か
ら
も
島
出
身
者
が
島
に
帰
り
、
島
の
人
口
が
一
挙
に
ふ
く
れ
あ
が
る
な
か
で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
三
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
の
儀
礼
過
程
　
（
一
）
準
備
　
一
九
八
四
年
の
ム
シ
ャ
ー
マ
を
含
む
盆
行
事
の
日
程
は
表
三
の
通
り
で
あ
る
　
ム
シ
ャ
ー
マ
の
準
備
は
八
月
三
日
（
旧
暦
七
月
七
日
）
の
ナ
ン
ガ
ー
ソ
ー
リ
ン
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
日
に
各
組
の
役
員
が
集
合
し
て
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
の
役
割
分
担
を
決
定
す
る
。
一
九
八
四
年
の
東
組
で
は
、
南
部
落
の
会
館
に
集
合
し
て
役
割
分
担
を
決
め
、
以
後
ム
シ
ャ
ー
マ
が
終
了
す
る
ま
で
分
担
表
が
黒
板
に
書
か
れ
る
（
表
四
）
。
東
組
で
は
北
と
南
の
両
部
落
が
毎
年
交
替
で
会
館
に
集
合
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
翌
年
一
九
八
五
年
に
は
北
部
落
の
会
館
に
集
合
し
て
準
備
が
行
わ
れ
た
。
役
割
分
担
の
な
か
で
は
ミ
ル
ク
の
役
割
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
っ
て
、
東
組
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
る
一
年
前
の
男
性
が
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
波
照
間
島
の
男
は
一
生
に
一
度
こ
の
ミ
ル
ク
の
役
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
。
順
番
に
交
替
で
つ
と
め
る
点
で
は
各
組
と
も
共
通
で
あ
る
。
こ
の
年
東
組
の
ミ
ル
ク
の
役
を
つ
と
め
た
人
は
五
九
歳
で
あ
っ
た
。
戦
前
ま
で
は
ミ
ー
チ
ム
ン
と
い
っ
て
、
三
年
間
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
家
族
の
者
が
ミ
ル
ク
役
を
つ
と
め
た
と
さ
れ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
こ
れ
は
く
ず
れ
た
と
い
う
。
主
な
役
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
、
ブ
ー
ブ
ザ
ー
、
魚
つ
り
、
獅
子
な
ど
が
決
め
ら
れ
る
。
一
般
に
ミ
ル
ク
は
女
性
と
さ
れ
る
来
訪
神
で
あ
る
が
、
東
組
で
も
女
性
神
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ー
ブ
ザ
ー
は
ミ
ル
ク
を
す
て
て
旅
立
っ
た
男
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
ブ
ー
ブ
ザ
ー
や
獅
子
も
ミ
ル
ク
と
同
様
に
、
か
つ
て
は
三
年
間
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
家
族
の
者
が
つ
と
め
た
と
い
う
。
役
割
分
担
が
決
定
す
る
と
早
速
練
習
が
開
始
さ
れ
、
毎
晩
の
よ
う
に
会
館
に
集
合
し
て
夜
遅
く
ま
で
練
習
が
く
り
返
さ
れ
る
。
練
習
は
八
月
八
日
（
旧
暦
七
月
一
二
日
）
の
シ
ラ
ス
ピ
ン
の
日
ま
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
シ
ラ
ス
ピ
ン
の
日
に
は
、
旗
、
ミ
ル
ク
の
面
．
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衣
装
、
獅
子
、
太
鼓
な
ど
ム
シ
ャ
ー
マ
に
必
要
な
道
具
・
衣
装
類
の
点
検
と
準
備
が
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会
館
で
行
わ
れ
る
。
一
方
、
島
全
体
の
ム
シ
ャ
ー
マ
の
準
備
が
波
照
間
島
公
民
館
の
役
員
を
中
心
に
毎
晩
の
よ
う
に
オ
ー
シ
ャ
（
波
照
間
公
民
館
）
に
集
合
し
て
行
わ
れ
る
。
ム
シ
ャ
ー
マ
の
前
日
の
シ
キ
ル
ピ
ン
の
晩
に
も
役
員
が
公
民
館
に
集
ま
っ
て
、
ム
シ
ャ
ー
マ
の
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
　
（
二
）
ム
シ
ャ
ー
マ
　
八
月
一
〇
B
（
旧
暦
七
月
一
四
日
）
、
ナ
カ
ヌ
ピ
ン
と
よ
ば
れ
る
盆
の
中
日
に
ム
シ
ャ
ー
マ
は
行
わ
れ
る
。
以
下
で
は
東
組
を
中
心
に
ム
シ
ャ
ー
マ
の
儀
礼
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
東
組
で
は
朝
八
時
頃
に
南
部
落
の
東
端
に
あ
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
の
も
と
に
役
員
と
ミ
ル
ク
、
ブ
ー
ブ
ザ
ー
の
役
を
つ
と
め
る
四
～
五
人
が
集
合
し
て
出
発
前
の
儀
礼
を
行
う
。
真
新
し
い
下
着
姿
に
な
っ
た
ミ
ル
ク
と
ブ
ー
ブ
ザ
ー
役
が
、
白
布
の
上
に
置
い
た
ミ
ル
ク
面
と
衣
装
を
小
机
の
上
に
乗
せ
、
東
の
方
向
に
向
か
っ
て
小
机
の
前
に
座
り
、
焼
酎
と
簡
単
な
料
理
（
砂
糖
テ
ン
プ
ラ
、
蒲
鉾
、
卵
焼
き
な
ど
）
の
供
物
を
供
え
て
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
。
こ
の
あ
と
ミ
ル
ク
は
面
と
衣
装
を
つ
け
る
（
ミ
ル
ク
の
衣
装
、
持
物
に
つ
い
て
は
の
ち
に
詳
し
く
述
べ
る
）
。
ブ
ー
ブ
ザ
ー
も
衣
装
を
つ
け
て
、
と
も
に
南
部
落
の
西
端
ま
で
移
動
し
て
行
列
の
出
発
を
待
つ
。
こ
の
頃
に
は
、
行
列
に
参
加
す
る
東
組
の
子
供
や
棒
、
太
鼓
な
ど
の
役
を
つ
と
め
る
人
々
も
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
を
つ
け
て
こ
の
場
所
に
集
合
す
る
。
一
九
八
四
年
の
ム
シ
ャ
ー
マ
の
行
列
は
東
組
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
行
列
の
順
序
は
東
組
、
前
組
、
西
組
の
順
で
、
毎
年
ひ
と
つ
ず
つ
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
東
組
の
行
列
は
ド
ラ
の
音
を
合
図
に
午
前
九
時
に
開
始
さ
れ
た
。
東
組
の
行
列
の
順
序
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
一
、
旗
（
ブ
ー
パ
タ
）
　
　
　
　
　
一
人
186
波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼
二
、
ナ
ー
リ
三
、
ミ
ル
ク
四
、
ス
ク
テ
ン
五
、
カ
ン
ゴ
ン
タ
マ
ー
六
、
ミ
ル
ク
ン
タ
マ
七
、
ミ
ル
ク
ヌ
ジ
ー
八
、
マ
ミ
ド
ー
マ
九
、
か
り
ゆ
し
節
一〇、
稲
摺
節
＝
、
ブ
ー
ブ
ザ
ー
三
、
馬
ブ
シ
ャ
ー
一三、
⊥ハ
調
節
茜
、
鳩
間
節
一五、
ハ
リ
エ
ー
一六、
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
一七、
棒
天
、
魚
釣
り
一九、
太
鼓
二〇、
獅
子
一
人
一
人
一
人
二
人
一
〇
数
人
一
〇
人
一
〇
数
人
二
人
七
人
一
人
六
人
五
人
一
〇
人
二
〇
数
人
五
人
五
人
一
人
八
人
四
人
　
　
合
計
約
＝
二
〇
人
　
東
組
の
行
列
の
先
頭
は
、
太
陽
に
「
東
」
と
い
う
字
を
大
き
く
書
い
た
ブ
ー
パ
タ
と
よ
ば
れ
る
旗
で
あ
る
。
太
陽
は
東
組
の
旗
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
旗
に
は
「
祈
豊
年
」
と
か
か
れ
た
紙
の
幟
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
旗
は
組
に
よ
っ
て
異
な
り
、
前
組
の
旗
に
は
「
五
風
十
雨
」
、
西
組
の
旗
に
は
「
祈
豊
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
旗
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旗
頭
は
な
い
が
、
そ
れ
に
か
わ
る
簡
単
な
か
ざ
り
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
旗
に
つ
づ
く
の
が
ナ
ー
リ
と
よ
ば
れ
る
竹
に
色
と
り
ど
り
の
五
穀
の
実
を
あ
し
ら
っ
て
か
ざ
り
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
東
組
の
ナ
ー
リ
に
も
「
祈
豊
年
」
と
か
か
れ
た
紙
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ナ
ー
リ
の
次
は
ミ
ル
ク
で
あ
る
。
ミ
ル
ク
は
右
手
に
大
き
な
扇
、
左
手
に
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
の
杖
を
持
ち
、
扇
を
左
右
に
振
り
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
歩
み
を
進
め
る
。
ミ
ル
ク
に
つ
づ
く
の
が
、
ミ
ル
ク
が
休
憩
す
る
時
の
椅
子
を
も
つ
ス
ク
テ
ン
と
よ
ぶ
子
供
（
男
）
と
、
稲
、
粟
、
麦
、
き
び
、
豆
な
ど
の
五
穀
の
籾
や
種
を
い
れ
た
カ
ゴ
を
持
つ
カ
ン
ゴ
ン
タ
マ
ー
と
よ
ば
れ
る
二
人
の
子
供
（
女
）
で
あ
る
。
五
穀
の
種
は
農
耕
儀
礼
と
し
て
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
。
カ
ン
ゴ
ン
タ
マ
ー
の
後
ろ
に
は
手
に
手
に
日
の
丸
の
小
旗
を
も
っ
た
一
〇
数
人
の
子
供
た
ち
（
男
女
）
が
つ
づ
く
。
こ
の
子
供
た
ち
は
ミ
ル
ク
の
子
供
た
ち
と
い
う
設
定
で
、
母
親
で
あ
る
ミ
ル
ク
の
あ
と
に
つ
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
が
行
列
の
先
頭
の
部
分
で
あ
り
、
ミ
ル
ク
と
そ
の
子
供
た
ち
が
中
心
で
あ
る
。
　
こ
の
あ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
民
謡
な
ど
を
歌
い
踊
る
い
く
つ
か
の
出
し
物
が
つ
づ
く
。
最
初
は
ミ
ル
ク
ヌ
ジ
ー
と
よ
ば
れ
る
弥
勒
節
を
歌
う
年
配
の
女
性
の
一
団
で
あ
る
。
こ
の
一
団
は
ミ
ル
ク
を
取
り
巻
く
女
性
た
ち
で
あ
る
。
女
性
た
ち
は
白
や
緋
の
服
を
つ
け
頭
に
は
は
ち
ま
き
を
巻
い
て
い
る
。
手
に
は
太
鼓
、
笛
、
三
味
線
を
も
ち
弥
勒
節
を
歌
い
な
が
ら
オ
ー
シ
ャ
に
向
か
う
。
ミ
ル
ク
ヌ
ジ
ー
の
後
に
は
マ
ミ
ド
ー
マ
（
豆
ど
う
ま
節
）
が
つ
づ
く
。
マ
ミ
ド
ー
マ
は
鎌
、
鍬
、
へ
ら
な
ど
を
持
ち
農
耕
の
所
作
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1
を
表
現
す
る
一
団
で
、
東
組
で
は
大
人
・
子
供
の
男
女
一
〇
数
人
で
構
成
さ
れ
、
豆
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ど
う
ま
節
を
歌
い
な
が
ら
行
進
す
る
。
そ
の
あ
と
に
は
年
配
の
女
性
六
人
と
三
味
線
の
男
一
人
の
稲
摺
節
が
つ
づ
く
。
女
性
た
ち
は
白
い
布
を
二
人
で
持
っ
て
稲
を
摺
る
所
作
を
し
た
り
、
箕
を
も
っ
て
籾
殻
を
と
ば
す
所
作
を
し
な
が
ら
稲
摺
節
を
歌
っ
て
行
進
す
る
。
つ
ま
り
農
耕
儀
礼
に
ふ
さ
わ
し
い
、
農
耕
の
所
作
を
す
る
一
団
で
あ
る
。
女
性
た
ち
の
な
か
に
は
顔
に
道
化
の
よ
う
な
飾
り
を
つ
け
た
人
も
い
る
。
こ
の
一
団
は
行
列
の
中
で
も
道
化
的
な
所
作
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
稲
摺
節
の
あ
と
に
は
、
若
い
女
性
に
よ
る
か
り
ゆ
し
節
が
つ
づ
く
。
か
り
ゆ
し
節
は
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
歌
で
あ
る
。
行
列
の
こ
の
あ
た
り
か
ら
後
半
で
は
、
ミ
ル
ク
を
捨
て
て
家
を
飛
び
だ
し
た
と
い
う
設
定
で
醜
い
姿
を
し
た
ブ
ー
ブ
ザ
ー
が
動
き
ま
わ
る
。
ブ
ー
ブ
ザ
ー
は
ク
バ
の
皮
の
か
ぶ
り
も
の
、
面
は
な
い
が
顔
全
体
を
覆
う
長
い
髭
、
腰
に
ぶ
ら
さ
げ
た
タ
バ
コ
入
れ
な
ど
独
特
の
姿
で
、
右
手
に
は
ク
バ
の
う
ち
わ
を
持
ち
、
左
手
に
は
ミ
ル
ク
と
同
じ
よ
う
な
長
い
杖
を
持
つ
。
ブ
ー
ブ
ザ
ー
は
ミ
ル
ク
に
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
、
時
に
は
長
い
杖
で
う
し
ろ
の
獅
子
を
あ
や
し
た
り
も
す
る
。
稲
摺
節
の
あ
と
に
は
馬
ブ
シ
ャ
ー
の
五
人
と
三
味
線
一
人
が
つ
づ
く
。
馬
ブ
シ
ャ
ー
は
馬
を
か
た
ど
っ
た
も
の
を
体
の
前
に
あ
て
て
、
轡
を
引
く
所
作
を
し
つ
つ
崎
枝
節
を
歌
い
な
が
ら
行
進
す
る
。
馬
ブ
シ
ャ
ー
役
は
中
学
生
（
女
性
）
で
あ
っ
た
。
馬
ブ
シ
ャ
ー
に
つ
づ
い
て
六
調
節
と
鳩
間
節
と
お
も
わ
れ
る
歌
を
歌
う
年
配
の
女
性
が
つ
づ
く
。
そ
の
あ
と
は
東
組
独
特
の
出
し
物
で
あ
る
ハ
リ
エ
ー
で
あ
る
。
ハ
リ
エ
ー
は
子
供
た
ち
一
〇
数
人
が
、
マ
ミ
ド
ー
マ
と
同
じ
よ
う
に
鎌
、
鍬
、
へ
ら
な
ど
手
に
も
っ
て
行
進
す
る
。
ハ
リ
エ
ー
の
後
は
、
頬
か
ぶ
り
を
し
て
赤
い
ふ
ん
ど
し
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
た
年
配
の
女
性
五
人
の
一
団
で
、
こ
れ
は
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
と
よ
ば
れ
る
。
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
所
作
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
行
進
す
る
。
稲
表
四
ム
シ
ャ
ー
マ
役
割
分
担
（
東
組
）
（
一
九
八
四
年
）
西
里
幸
一
佐
事
清
祐
底
原
壮
吉
宮
良
真
幸
船
附
豊
彦
津
久
ト
ノ
正
男
船
附
正
幸
、
加
屋
本
清
吉
白
保
昇
慶
田
本
長
幸
、
新
城
永
祐
野
原
秀
信
、
大
泊
栄
一
、
美
底
清
照
、
大
本
善
男
野
原
俊
一
、
東
田
勝
吉
、
屋
良
部
功
、
阿
保
勢
守
夫
田
島
松
、
白
保
友
助
高
校
生
底
原
樹
生
、
底
原
政
一
、
新
本
新
城
健
一
、
野
原
秀
与
内
間
邦
有
新
城
清
吉
、
大
泊
政
一
、
後
仲
筋
清
忠
、
貝
敷
祐
助
、
内
原
照
保
田
盛
真
幸
、
出
地
清
祥
、
加
屋
本
善
吉
、
束
里
昌
夫
阿
利
盛
八
、
通
事
孝
吉
、
田
盛
敏
一
、
加
屋
本
伸
光
佐
事
清
祐
、
松
本
栄
吉
、
野
原
宏
栄
、
大
高
安
昇
、
宮
良
真
幸
、
西
里
幸
一
、
底
原
壮
吉
野
原
宏
栄
188
ミ
ル
ク
三
味
線
笛ブ
ー
ブ
ザ
i
釣
手
俵
ま
き
米
つ
き
サ
ー
サ
ー
タ
イ
コ
棒　　花余座コシ
味　造興当ン1
線　り　　ギシ
　　　　　　1
摺
節
の
一
団
と
と
も
に
行
列
の
な
か
で
道
化
的
な
演
技
を
く
り
か
え
す
。
こ
の
年
の
東
組
の
出
し
物
の
な
か
で
は
こ
れ
は
唯
一
の
際
物
と
も
い
う
べ
き
出
し
物
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
魚
釣
り
は
、
か
つ
て
波
照
間
島
で
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
カ
ツ
オ
漁
の
所
作
を
真
似
し
な
が
ら
行
進
す
る
。
魚
釣
り
の
あ
と
に
棒
が
つ
づ
く
。
棒
は
の
ち
に
オ
ー
シ
ャ
で
棒
術
を
披
露
す
る
若
者
の
一
団
で
あ
っ
て
、
手
に
手
に
棒
を
も
ち
、
棒
を
打
ち
な
が
ら
行
進
す
る
。
棒
の
後
に
は
太
鼓
が
つ
づ
く
。
太
鼓
は
八
人
の
こ
れ
も
白
地
の
衣
装
に
赤
い
飾
り
を
つ
け
た
あ
で
や
か
な
い
で
た
ち
の
若
者
で
、
太
鼓
を
持
ち
な
が
ら
行
進
す
る
。
笛
を
な
ら
す
大
人
三
人
が
側
に
つ
く
。
東
組
の
行
列
の
最
後
は
波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼
獅
子
で
あ
る
。
獅
子
は
二
体
で
こ
れ
に
ひ
と
り
つ
つ
若
者
が
入
る
。
獅
子
に
は
赤
い
鬼
の
面
を
被
っ
た
離
子
が
ひ
と
り
ず
つ
つ
く
。
獅
子
と
難
子
は
獅
子
舞
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
行
進
す
る
。
こ
う
し
て
東
組
の
一
九
の
出
し
物
、
約
＝
二
〇
人
に
も
及
ぶ
行
列
は
、
約
三
〇
分
程
で
会
場
と
な
る
島
の
中
央
の
オ
ー
シ
ャ
に
到
着
す
る
。
東
組
表
五
　
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
の
順
序
（
【
九
八
「
年
）
東
　
　
　
組
前
　
　
　
組
西
　
　
　
組
1
大
旗
（「東
」
と
太
陽
）
大
旗
（「
五
風
十
雨
」
）
大
旗
（「祈
豊
年
」
）
2
ナ
ー
リ
（
実
り
）
ナ
ー
リ
（
実
り
）
幟
（小
旗
）
3
弥
勒
（そ
の
椅
子
持
ち
）
弥
勒
（
そ
の
椅
子
持
ち
）
ナ
ー
リ
（
実
り
）
4
五
穀
の
篭
五
穀
の
篭
弥
勒
（
そ
の
椅
子
持
ち
）
5
弥
勒
の
子
供
（
小
旗
）
弥
勒
の
子
供
（
小
旗
）
五
穀
の
篭
6
弥
勒
節
弥
勒
節
弥
勒
の
子
供
（
小
旗
）
7
か
り
ゆ
し
節
か
り
ゆ
し
節
弥
勒
節
8
豆
ど
う
ま
節
豆
ど
う
ま
節
か
り
ゆ
し
節
9
稲
擦
り
節
稲
擦
り
節
豆
ど
う
ま
節
10
魚
つ
り
崎
枝
節
稲
擦
り
節
11
ハ
ー
リ
ー
エ
ー
か
ら
ち
ゃ
ん
踊
り
天
川
節
12
う
り
ず
ん
の
歌
六
調
節
崎
枝
節
13
六
調
節
山
崎
ぬ
ア
ブ
ジ
ャ
ー
マ
波
照
間
島
ぬ
ミ
ン
ピ
ィ
ー
ガ
14
崎
枝
節
ブ
ー
ブ
ザ
ー
六
調
節
15
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
魚
つ
り
さ
い
さ
い
節
16
楽
隊
パ
ピ
ル
節
祖
平
花
節
17
カ
タ
ク
ム
リ
ャ
ー
ボ
ー
（
棒
）
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
18
鳩
問
節
テ
ー
ク
（
太
鼓
）
世
果
報
節
19
鳥
の
舞
（
六
調
節
）
シ
ィ
ー
シ
イ
（
獅
子
）
南
洋
の
土
人
20
谷
茶
前
節
護
美
取
り
21
川
良
山
節
シ
マ
フ
サ
ラ
ー
22
た
こ
取
り
ブ
ー
ブ
ザ
ー
23
ブ
ー
ブ
ザ
ー
ボ
ー
（
棒
）
24
ボ
ー
（
棒
）
テ
ー
ク
（
太
鼓
）
25
テ
ー
ク
（
太
鼓
）
シ
ィ
ー
シ
イ
（
獅
子
）
26
シ
ィ
ー
シ
イ
（
獅
子
）
（波
照
間
島
民
俗
芸
能
保
存
会
一
九
八
二
、
三
一
頁
）
に
つ
づ
い
て
、
同
じ
よ
う
に
ミ
ル
ク
を
先
頭
に
し
た
前
組
、
つ
づ
い
て
西
組
の
行
列
が
オ
ー
シ
ャ
に
到
着
し
て
、
祭
り
の
雰
囲
気
は
一
気
に
盛
り
上
が
る
。
す
べ
て
の
組
が
オ
ー
シ
ャ
に
到
着
し
た
の
は
出
発
か
ら
約
一
時
間
経
過
し
た
一
〇
時
頃
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ま
で
東
組
の
行
列
を
見
て
き
た
が
、
他
の
組
の
行
列
は
す
こ
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ム
シ
ャ
ー
マ
の
行
列
の
出
し
物
に
は
、
組
に
よ
っ
て
共
通
す
る
部
分
と
異
な
る
部
分
と
が
あ
る
。
一
九
八
四
年
に
は
他
の
組
の
行
列
の
す
べ
て
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
三
年
前
の
一
九
八
一
年
に
つ
い
て
各
組
の
行
列
の
順
序
を
み
る
と
表
五
に
の
と
お
り
で
あ
る
。
全
体
的
に
み
れ
ば
西
組
・
東
組
の
行
列
に
く
ら
べ
て
前
組
の
行
列
は
や
や
少
な
い
。
こ
れ
は
前
組
の
戸
数
が
西
組
・
東
組
に
く
ら
べ
て
少
な
い
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
行
列
は
年
に
よ
っ
て
多
少
の
変
化
が
あ
る
ほ
か
、
東
組
の
「
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
」
、
西
組
の
「
南
洋
の
土
人
」
「
護
美
取
り
」
の
よ
う
に
、
新
し
い
出
し
物
や
そ
の
時
々
の
話
題
を
盛
り
込
ん
だ
出
し
物
も
少
し
は
登
場
す
る
が
、
基
本
的
部
分
は
各
組
と
も
共
通
し
て
お
り
、
年
に
よ
っ
て
も
変
化
が
な
い
。
基
本
的
部
分
を
な
す
の
は
、
行
列
の
先
頭
部
分
の
ミ
ル
ク
、
ナ
ー
リ
、
五
穀
の
篭
、
ミ
ル
ク
の
子
供
、
後
半
部
分
の
ブ
ー
ブ
ザ
ー
、
棒
、
太
鼓
、
獅
子
な
ど
で
あ
る
。
ミ
ル
ク
は
組
に
よ
っ
て
面
や
衣
装
が
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
前
組
の
ミ
ル
ク
は
帯
を
し
め
な
い
し
、
扇
の
絵
柄
に
も
わ
ず
か
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
ブ
ー
ブ
ザ
ー
は
波
照
間
島
独
特
の
出
し
物
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
差
異
が
な
い
。
行
列
の
基
本
的
部
分
以
外
の
出
し
物
は
年
に
よ
っ
て
も
変
化
し
、
ま
た
若
干
組
に
よ
る
差
異
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
所
作
で
観
衆
を
わ
か
し
て
い
た
「
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
」
は
東
組
独
自
の
出
し
物
で
あ
る
し
、
か
つ
て
豊
年
祭
ア
ミ
ジ
ワ
ー
　
8
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
の
最
後
、
招
待
客
が
帰
る
と
き
に
歌
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
「
波
照
間
ヌ
ミ
ン
ピ
イ
国立歴史民俗博物館研究報告　第66集（1996）
ガ
ー
」
は
西
組
だ
け
の
出
し
物
で
他
の
組
に
は
登
場
し
な
い
。
　
ま
た
、
一
九
八
四
年
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、
前
組
に
だ
け
登
場
し
た
フ
サ
マ
ラ
ー
で
あ
る
。
雨
の
主
と
さ
れ
る
来
訪
神
フ
サ
マ
ラ
ー
は
も
と
も
と
は
ア
メ
ニ
ゲ
ー
と
よ
ば
れ
る
雨
乞
い
の
行
事
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
古
く
か
ら
登
場
し
た
も
の
で
は
で
は
な
い
。
宮
良
高
弘
（
一
九
七
二
）
に
よ
れ
ば
、
早
魅
が
激
し
か
っ
た
一
九
七
一
年
の
ム
シ
ャ
ー
マ
に
も
登
場
し
た
と
い
う
。
そ
の
当
時
の
写
真
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
っ
た
一
体
の
フ
サ
マ
ラ
ー
が
見
え
る
。
一
九
八
四
年
に
登
場
し
た
フ
サ
マ
ラ
ー
は
合
わ
せ
て
六
体
で
、
瓢
箪
で
つ
く
っ
た
面
を
か
ぶ
り
、
か
ら
だ
全
体
を
夕
顔
や
ナ
ー
べ
の
葉
で
覆
い
、
手
に
は
マ
ニ
の
葉
の
杖
を
も
つ
と
い
う
姿
で
あ
っ
た
。
フ
サ
マ
ラ
ー
の
一
団
は
水
を
入
れ
た
瓶
を
リ
ヤ
カ
ー
に
の
せ
て
行
進
し
た
。
フ
サ
マ
ラ
ー
に
扮
し
て
い
た
の
は
若
者
六
人
で
、
う
ち
二
人
は
女
性
で
あ
っ
た
。
フ
サ
マ
ラ
ー
は
行
列
の
最
中
に
ブ
ー
ブ
ザ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
子
供
を
脅
か
し
た
り
し
て
い
た
が
、
子
供
た
ち
も
あ
ま
り
こ
わ
が
っ
た
り
し
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
日
の
雨
の
残
っ
た
水
溜
ま
り
を
み
つ
け
る
と
フ
サ
マ
ラ
ー
は
、
マ
ニ
の
葉
で
こ
れ
を
た
た
き
晴
着
を
着
た
女
性
た
ち
に
泥
水
を
か
け
る
な
ど
の
所
作
を
く
り
か
え
し
て
い
た
。
　
す
べ
て
の
組
の
行
列
が
オ
ー
シ
ャ
に
到
着
し
た
の
ち
、
オ
ー
シ
ャ
の
周
辺
で
い
よ
い
よ
各
種
の
芸
能
が
行
わ
れ
る
。
会
場
の
状
況
は
図
二
の
オ
ー
シ
ャ
周
辺
の
ム
シ
ャ
ー
マ
会
場
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
各
組
の
行
列
は
オ
ー
シ
ャ
に
入
る
と
解
散
し
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
席
に
つ
く
。
席
は
ま
ず
つ
く
ら
れ
た
舞
台
の
正
面
に
招
待
者
の
席
が
あ
り
、
竹
富
町
長
や
学
校
の
先
生
な
ど
が
こ
の
席
に
つ
く
。
そ
の
他
は
お
よ
そ
男
女
別
々
の
場
所
に
席
を
取
る
。
年
寄
の
女
性
は
オ
ー
シ
ャ
の
中
、
男
性
は
招
待
者
席
の
前
に
つ
く
。
一
般
の
男
性
は
立
木
付
近
、
一
般
の
女
性
や
子
供
た
ち
は
立
木
の
う
し
ろ
に
ビ
ニ
ー
ル
・
マ
ッ
ト
な
ど
を
広
げ
て
す
わ
る
。
招
待
者
に
は
弁
当
と
酒
が
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
人
々
は
料
理
や
酒
を
持
参
す
る
。
奄
美
地
方
に
多
く
み
ら
れ
る
一
重
一
瓶
に
近
い
形
を
と
る
が
、
持
参
し
た
酒
肴
を
交
換
す
る
儀
礼
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ミ
ル
ク
は
面
を
取
り
、
衣
装
を
ぬ
い
で
オ
ー
シ
ャ
の
な
か
の
机
の
上
に
置
き
、
オ
ー
シ
ャ
の
脇
の
席
に
普
段
着
に
も
ど
っ
て
着
席
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
波
照
間
島
の
ミ
ル
ク
役
は
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
を
と
お
し
て
ミ
ル
ク
に
な
り
き
る
わ
け
で
　
　
　
ら
　
は
な
い
。
ミ
ル
ク
の
三
人
に
も
弁
当
と
酒
が
用
意
さ
れ
る
。
　
一
〇
時
頃
か
ら
ま
ず
、
太
鼓
（
テ
ー
ク
）
と
棒
術
の
演
技
が
組
ご
と
に
行
わ
れ
る
。
演
技
の
順
序
は
行
列
の
順
序
と
同
じ
よ
う
に
、
東
組
、
前
組
、
西
組
の
順
で
あ
る
。
テ
ー
ク
は
各
組
一
六
人
で
行
わ
れ
、
太
鼓
打
ち
と
噺
子
手
が
向
か
い
合
っ
て
太
鼓
を
打
つ
。
棒
は
各
組
一
〇
人
ず
つ
で
行
わ
れ
、
な
か
に
は
実
物
の
刃
物
を
棒
の
先
に
つ
け
た
迫
力
あ
る
棒
術
も
あ
る
。
一
時
間
ほ
ど
で
太
鼓
と
棒
術
は
終
了
す
る
と
、
大
半
の
人
々
は
家
に
帰
っ
て
昼
食
を
と
る
が
、
一
一
時
す
ぎ
か
ら
は
、
舞
台
の
前
で
棒
術
の
若
者
を
中
心
と
す
る
参
加
者
が
輪
に
な
っ
て
、
無
蔵
念
仏
節
を
歌
い
な
が
ら
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
踊
り
）
が
行
わ
れ
る
。
輪
の
中
心
に
は
供
物
と
酒
が
供
え
ら
れ
る
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
は
各
家
族
で
は
祀
ら
れ
な
い
無
縁
仏
を
慰
霊
す
る
儀
礼
で
あ
る
と
さ
れ
、
ソ
ー
リ
ン
・
ム
シ
ャ
ー
マ
の
中
心
の
行
事
と
さ
れ
て
い
る
（
波
照
間
民
俗
芸
能
保
存
会
一
九
八
二
）
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
は
物
静
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
行
わ
れ
、
一
〇
分
程
で
終
わ
る
。
こ
れ
で
ム
シ
ャ
ー
マ
の
午
前
中
の
行
事
は
終
了
す
る
。
　
午
後
の
部
は
午
後
一
時
半
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
公
民
館
長
や
竹
富
町
長
の
挨
拶
の
の
ち
、
舞
台
で
の
民
謡
、
踊
り
、
狂
言
、
コ
ー
ム
ッ
サ
ー
と
よ
ば
れ
る
踊
り
が
演
じ
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ら
れ
る
。
上
演
の
順
序
は
行
列
の
順
と
同
じ
で
、
東
組
、
前
組
、
西
組
の
順
で
あ
る
。
一
つ
の
題
目
が
終
わ
る
と
、
次
の
組
の
題
目
に
移
る
。
各
組
が
演
じ
る
題
目
は
一
部
共
通
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
各
組
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
前
組
の
題
目
は
や
や
少
な
い
。
題
目
に
は
行
列
に
み
ら
れ
た
共
通
性
は
稀
薄
で
あ
る
。
民
謡
や
踊
り
は
静
か
に
演
じ
ら
れ
る
が
、
狂
言
に
は
観
衆
が
ど
つ
と
沸
く
場
面
が
多
く
、
祭
ら
し
い
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
と
な
る
。
一
時
半
か
ら
は
じ
ま
っ
た
上
演
は
延
々
と
五
時
頃
ま
で
続
い
た
。
舞
台
で
の
上
演
が
終
わ
る
と
、
一
斉
に
あ
と
か
た
づ
け
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
に
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
。
大
勢
の
観
衆
が
取
り
囲
む
な
か
で
、
三
組
六
頭
の
獅
子
が
い
っ
し
ょ
に
舞
う
姿
は
壮
観
で
あ
る
。
五
時
半
近
く
な
っ
て
獅
子
舞
が
終
わ
る
と
、
各
組
は
朝
オ
ー
シ
ャ
に
来
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
ミ
ル
ク
を
先
頭
に
行
列
を
な
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
会
館
に
帰
る
。
帰
る
順
序
も
東
組
、
前
組
、
西
組
の
順
で
あ
る
。
朝
の
行
列
に
比
べ
れ
ば
、
や
や
人
数
は
少
な
い
。
各
組
の
行
列
が
去
っ
た
あ
と
、
オ
ー
シ
ャ
で
は
招
待
者
や
公
民
館
の
役
員
ら
が
輪
に
な
っ
て
、
弥
勒
節
や
ヤ
ー
ラ
ヨ
ー
節
を
歌
い
な
が
ら
踊
る
。
オ
ー
シ
ャ
で
の
ム
シ
ャ
ー
マ
の
行
事
は
こ
れ
で
す
べ
て
終
了
す
る
。
　
各
組
の
行
列
は
二
〇
分
ほ
ど
か
け
て
各
組
の
会
館
に
も
ど
る
。
他
の
組
は
定
か
で
は
な
い
が
、
前
組
で
は
会
館
の
前
庭
に
ミ
ル
ク
、
ブ
ー
ブ
ザ
ー
、
組
長
、
棒
術
の
若
者
が
輪
を
つ
く
っ
て
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
踊
り
）
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
各
部
落
の
無
縁
仏
に
対
す
る
供
養
と
し
て
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
に
老
人
や
女
性
た
ち
も
加
わ
っ
て
、
四
〇
分
も
の
長
い
時
間
、
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
が
静
か
に
行
わ
れ
た
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
が
終
わ
れ
ば
、
さ
ら
に
一
時
間
程
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ラ
、
泡
盛
で
の
宴
が
つ
づ
く
。
す
べ
て
が
終
わ
っ
て
、
前
組
の
人
々
が
解
散
し
た
の
は
八
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
　
（
三
）
ア
ン
ガ
マ
　
ム
シ
ャ
ー
マ
の
翌
日
の
ウ
グ
リ
ピ
ン
（
先
祖
送
り
）
の
夜
に
ア
ン
ガ
マ
が
行
わ
れ
る
。
夜
八
時
に
オ
ー
シ
ャ
に
公
民
館
の
役
員
一
〇
数
人
と
飛
び
入
り
の
人
二
～
三
人
が
集
合
し
た
。
全
員
男
性
で
あ
る
が
、
女
性
の
服
を
着
て
顔
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
用
意
し
た
面
を
つ
け
、
頬
か
ぶ
り
を
し
た
異
形
の
姿
で
集
合
す
る
。
面
は
職
人
の
つ
く
っ
た
木
製
の
翁
撮
の
面
や
セ
ル
ロ
イ
ド
製
と
思
わ
れ
る
キ
ュ
ー
ピ
ー
や
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
面
が
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
ず
つ
あ
っ
た
が
、
他
は
す
べ
て
紙
に
顔
を
書
い
た
手
製
の
面
で
あ
っ
た
。
波
照
間
島
の
ア
ン
ガ
マ
面
の
特
徴
は
こ
う
し
た
自
由
な
手
製
の
面
に
あ
る
。
オ
ー
シ
ャ
に
集
合
し
た
役
員
た
ち
が
、
島
の
主
な
家
々
を
ま
わ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
で
祀
ら
れ
て
い
る
先
祖
を
供
養
す
る
の
が
波
照
間
島
の
ア
ン
ガ
マ
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
に
は
外
、
名
石
、
前
、
南
、
北
の
順
序
で
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
外
部
落
へ
と
向
か
っ
た
。
ア
ン
ガ
マ
の
一
行
は
、
ド
ラ
を
な
ら
し
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
）
を
歌
い
な
が
ら
訪
問
す
る
家
に
近
づ
く
。
訪
問
を
う
け
る
家
か
ら
見
れ
ば
、
ド
ラ
の
音
が
訪
問
を
知
ら
せ
る
合
図
と
な
る
。
道
々
で
と
き
ど
き
子
供
た
ち
を
か
ら
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
訪
問
す
る
家
に
は
近
所
の
人
が
大
勢
あ
つ
ま
っ
て
ア
ン
ガ
マ
の
訪
問
を
待
っ
て
い
る
。
ア
ン
ガ
マ
の
一
行
は
家
に
つ
く
と
、
縁
側
か
ら
二
番
座
に
上
が
る
。
ま
ず
酒
（
泡
盛
や
缶
ビ
ー
ル
）
と
料
理
が
出
さ
れ
、
も
て
な
し
を
受
け
る
。
そ
の
う
ち
に
代
表
が
さ
ま
ざ
ま
な
供
物
が
供
え
ら
れ
て
い
る
先
祖
棚
の
前
に
進
み
出
て
、
そ
の
家
の
先
祖
に
お
参
り
を
す
る
。
こ
の
間
、
ア
ン
ガ
マ
が
家
の
人
や
ア
ン
ガ
マ
ど
う
し
で
話
を
す
る
時
は
す
べ
て
裏
声
で
あ
る
。
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合
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わ
せ
て
一
同
そ
ろ
っ
て
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
）
を
歌
う
。
五
分
程
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
を
歌
う
と
そ
の
家
の
訪
問
は
終
了
し
、
つ
ぎ
の
家
に
移
る
。
集
ま
っ
た
近
所
の
人
々
は
一
軒
あ
た
り
一
五
分
程
度
の
訪
問
を
縁
側
か
ら
眺
め
る
。
こ
の
日
の
波
照
間
島
の
ア
ン
ガ
マ
で
は
、
石
垣
島
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
る
ア
ン
ガ
マ
と
観
衆
と
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
掛
合
い
な
ど
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
き
に
は
子
供
た
ち
が
裏
声
で
会
話
す
る
ア
ン
ガ
マ
た
ち
を
か
ら
か
っ
た
り
す
る
が
、
ア
ン
ガ
マ
が
縁
側
か
ら
外
に
出
る
と
、
子
供
た
ち
は
逃
げ
ま
ど
う
。
こ
う
し
て
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
し
て
家
々
を
ま
わ
る
。
こ
の
日
の
ア
ン
ガ
マ
は
二
〇
軒
近
く
の
家
々
を
ま
わ
り
、
＝
時
す
ぎ
に
よ
う
や
く
北
部
落
で
終
了
し
た
。
ア
ン
ガ
マ
行
事
が
す
め
ば
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
で
先
祖
を
送
る
。
　
（
四
）
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
　
ウ
グ
リ
ピ
ン
（
先
祖
送
り
の
日
）
の
翌
日
の
八
月
一
二
日
（
旧
暦
七
月
一
六
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
に
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
が
各
部
落
単
位
に
行
わ
れ
た
。
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
行
事
の
中
心
は
、
ム
シ
ャ
ー
マ
の
道
具
の
あ
と
か
た
づ
け
の
共
同
作
業
と
ム
ラ
ザ
ー
レ
（
村
竣
い
）
で
あ
る
。
こ
の
日
の
東
組
南
部
落
の
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
早
朝
、
各
家
で
は
ウ
グ
リ
ピ
ン
（
先
祖
送
り
）
で
家
の
入
口
の
前
に
置
い
た
供
物
を
か
た
ず
け
た
あ
と
、
七
時
頃
大
人
た
ち
が
会
館
前
の
広
場
に
集
ま
る
。
例
年
な
ら
排
水
路
掃
除
な
ど
の
共
同
作
業
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
日
は
天
候
も
悪
か
っ
た
の
で
共
同
作
業
は
中
止
と
な
り
、
人
々
は
い
っ
た
ん
家
に
帰
っ
た
。
九
時
頃
ふ
た
た
び
会
館
に
集
合
し
、
昼
頃
ま
で
ム
シ
ャ
ー
マ
の
道
具
の
あ
と
か
た
づ
け
や
決
算
の
作
業
を
行
っ
た
。
女
性
た
ち
は
役
員
の
家
に
集
合
し
、
衣
装
を
干
し
た
り
畳
ん
だ
り
の
あ
と
か
た
づ
け
を
し
た
。
ム
シ
ャ
ー
マ
の
費
用
の
決
算
は
、
か
か
っ
た
費
用
の
各
戸
へ
の
割
り
当
て
を
決
定
す
る
の
が
主
な
作
業
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
の
東
組
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
費
用
が
割
り
振
ら
れ
た
。
当
時
の
戸
数
は
北
部
落
四
〇
戸
、
南
部
落
三
一
戸
の
計
七
＝
　
で
あ
っ
た
。
一
戸
あ
た
り
の
負
担
を
九
二
〇
円
（
こ
の
額
は
男
女
ひ
と
り
あ
た
り
の
割
当
金
の
合
計
額
で
あ
る
）
と
し
、
戸
数
割
で
六
五
、
三
二
〇
円
を
割
り
当
て
る
。
つ
ぎ
に
男
女
の
大
人
の
数
を
計
算
し
、
男
一
人
は
五
四
〇
円
と
し
、
四
七
人
で
合
わ
せ
て
二
五
、
三
八
〇
円
を
割
り
当
て
る
。
女
一
人
に
は
三
八
〇
円
と
し
、
四
八
人
で
一
八
、
二
四
〇
円
を
割
り
当
て
る
。
こ
う
し
て
合
計
一
〇
八
、
九
四
〇
円
の
金
額
を
集
め
る
こ
と
と
し
た
。
東
組
の
ム
シ
ャ
ー
マ
に
か
か
っ
た
費
用
は
一
〇
八
、
一
二
一
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
で
費
用
を
ま
か
な
え
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
と
し
て
戸
数
割
で
全
体
の
約
六
〇
％
、
人
数
割
で
約
四
〇
％
を
割
り
当
て
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
費
用
割
り
当
て
の
原
則
は
、
基
本
的
に
各
戸
対
等
の
原
理
と
、
男
女
差
は
あ
る
も
の
の
、
大
人
の
人
数
割
り
に
よ
る
実
質
的
平
等
の
原
理
を
加
味
し
た
方
式
で
あ
る
と
い
え
る
。
戸
数
割
の
み
で
あ
れ
ば
各
戸
の
形
式
的
平
等
は
確
保
さ
れ
る
が
、
一
人
暮
ら
し
の
場
合
に
負
担
が
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
費
用
割
り
当
て
方
式
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
波
照
間
島
の
社
会
原
理
は
実
質
的
な
各
戸
対
等
を
基
本
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
老
人
た
ち
は
、
二
時
頃
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
楽
し
ん
だ
あ
と
、
五
時
頃
か
ら
酒
と
料
理
を
持
っ
て
広
場
に
集
ま
っ
て
、
宴
を
催
し
な
が
ら
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
踊
り
）
を
踊
る
。
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
に
よ
っ
て
集
落
に
残
っ
て
い
る
悪
霊
を
追
い
出
す
の
だ
と
い
う
。
宴
と
踊
り
は
一
時
間
ほ
ど
つ
づ
き
、
六
時
頃
か
ら
は
老
人
た
ち
（
男
女
）
一
〇
数
人
が
一
団
を
な
し
て
、
ド
ラ
、
タ
イ
コ
を
打
ち
な
ら
し
、
悪
霊
を
払
う
歌
を
歌
い
な
が
ら
南
部
落
中
を
ま
わ
る
。
と
く
に
、
北
部
落
と
の
境
界
で
は
老
人
た
ち
が
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一
列
に
そ
ろ
っ
て
一
斉
に
片
足
を
挙
げ
て
、
悪
霊
を
北
部
落
の
方
に
追
い
や
る
所
作
を
す
る
。
そ
し
て
ま
た
部
落
を
ま
わ
っ
て
会
館
に
も
ど
る
。
こ
れ
が
ム
ラ
ザ
ー
レ
で
あ
る
。
家
に
戻
っ
て
夕
食
を
食
べ
た
あ
と
、
ふ
た
た
び
老
人
た
ち
が
会
館
の
広
場
に
集
ま
り
、
ド
ラ
を
た
た
き
笛
を
吹
き
な
が
ら
獅
子
舞
を
舞
う
。
子
供
た
ち
や
大
人
た
ち
も
大
勢
あ
つ
ま
り
、
獅
子
は
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
広
場
い
っ
ぱ
い
に
舞
う
。
「
他
の
日
に
は
あ
ば
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
日
だ
け
は
獅
子
に
あ
ば
れ
さ
せ
る
の
だ
」
と
い
う
。
獅
子
舞
は
三
〇
分
足
ら
ず
で
終
了
し
、
八
時
半
頃
に
は
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
の
す
べ
て
の
行
事
が
終
わ
る
。
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
の
行
事
は
各
家
族
で
祀
ら
れ
る
正
当
な
先
祖
以
外
の
先
祖
、
す
な
わ
ち
盆
を
す
ぎ
て
も
集
落
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
悪
霊
、
す
な
わ
ち
無
縁
の
先
祖
を
集
落
か
ら
追
い
払
う
の
が
中
心
的
な
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
波
照
間
島
で
は
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
の
オ
ー
シ
ャ
で
の
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
、
各
組
の
会
館
で
の
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
、
そ
し
て
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
行
事
に
お
け
る
各
部
落
単
位
の
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
と
無
縁
の
悪
霊
を
払
う
行
事
が
何
度
も
行
な
わ
れ
、
そ
の
数
が
多
さ
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
　
四
、
家
族
単
位
の
盆
行
事
の
儀
礼
過
程
　
こ
こ
で
つ
ぎ
に
ム
シ
ャ
ー
マ
に
平
行
し
て
行
わ
れ
る
家
族
単
位
の
盆
の
祖
先
祭
祀
行
事
に
目
を
転
じ
て
向
け
て
み
よ
う
。
波
照
間
島
の
盆
行
事
は
八
月
三
日
（
旧
暦
七
月
七
日
）
の
ナ
ン
ガ
ー
ソ
ー
リ
ン
（
七
日
盆
）
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
日
、
各
家
族
で
は
先
祖
棚
に
酒
と
簡
単
な
供
物
を
供
え
て
、
盆
が
来
た
こ
と
を
先
祖
に
知
ら
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
盆
の
準
備
の
た
め
の
買
物
は
共
同
売
店
で
行
な
う
。
一
九
八
四
年
は
台
風
の
影
響
で
シ
キ
ル
ピ
ン
の
日
ま
で
し
ば
ら
く
石
垣
島
か
ら
の
定
期
船
が
来
な
か
っ
た
の
で
、
シ
キ
ル
ピ
ン
の
日
は
、
共
同
売
店
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
盆
の
買
物
に
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
買
物
風
景
で
あ
っ
た
。
　
八
月
一
三
日
（
旧
暦
七
月
＝
二
日
）
の
シ
キ
ル
ピ
ン
（
先
祖
迎
え
）
の
日
に
、
各
家
族
で
は
墓
か
ら
先
祖
を
迎
え
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
盆
行
事
が
始
ま
る
。
墓
参
り
の
前
に
ま
ず
、
先
祖
棚
の
供
物
の
準
備
を
始
め
る
。
南
部
落
の
あ
る
家
族
で
は
、
準
備
を
す
る
の
は
世
帯
主
（
男
性
）
で
あ
る
。
こ
の
日
準
備
し
た
の
は
生
花
、
果
物
の
盛
物
、
グ
サ
ン
と
よ
ば
れ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
束
、
餅
、
ダ
ン
ゴ
、
花
米
（
重
箱
に
入
れ
た
も
の
二
つ
）
、
タ
チ
ブ
シ
ン
（
高
膳
の
上
に
徳
利
に
入
れ
た
酒
二
本
と
塩
）
、
茶
、
砂
糖
菓
子
（
魚
や
花
を
か
た
ど
っ
た
原
色
の
菓
子
）
な
ど
の
供
物
で
、
こ
れ
を
先
祖
棚
に
供
え
て
先
祖
棚
を
飾
る
。
　
先
祖
棚
の
準
備
が
で
き
れ
ば
、
各
家
族
単
位
に
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
参
り
を
し
て
先
祖
を
迎
え
る
。
北
部
落
の
あ
る
家
族
の
先
祖
迎
え
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
夕
方
世
帯
主
ひ
と
り
で
、
酒
、
水
、
茶
、
菓
子
、
線
香
を
も
っ
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
墓
参
り
に
で
か
け
た
。
こ
の
家
族
の
墓
は
、
島
の
北
西
部
に
あ
る
港
の
そ
ば
で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
五
分
程
か
か
っ
た
。
波
照
間
島
の
墓
地
は
ヤ
マ
と
よ
ば
れ
る
や
や
高
い
場
所
に
あ
り
、
集
落
の
北
か
ら
北
西
に
か
け
て
あ
る
の
が
多
い
が
、
南
側
に
も
散
在
し
て
い
る
。
墓
は
家
族
単
位
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
墓
地
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
墓
の
形
態
は
ほ
ぼ
三
つ
の
型
が
あ
り
、
も
っ
と
も
古
い
の
が
サ
ン
ゴ
の
石
を
四
方
に
積
み
上
げ
て
、
上
を
大
き
な
石
で
覆
っ
た
墓
で
あ
り
、
前
側
に
六
〇
セ
ン
チ
四
方
程
の
入
り
口
が
あ
る
。
同
行
し
た
家
族
の
墓
は
こ
の
型
で
あ
っ
た
。
波
照
間
島
で
は
、
死
体
は
墓
に
納
め
、
死
体
が
朽
ち
た
頃
に
取
り
だ
し
て
洗
骨
し
、
骨
だ
け
を
壷
に
入
れ
て
ふ
た
た
び
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墓
に
納
め
る
。
第
二
の
型
は
、
い
わ
ゆ
る
亀
の
甲
羅
の
形
を
し
た
亀
甲
墓
で
、
こ
れ
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は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
。
こ
の
型
は
サ
ン
ゴ
の
墓
に
つ
づ
い
て
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
は
、
も
っ
と
も
新
し
い
型
で
あ
っ
て
、
同
じ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
も
家
型
に
つ
く
っ
た
墓
で
、
こ
の
な
か
に
は
屋
根
の
上
に
石
塔
を
乗
せ
た
も
の
も
あ
る
。
石
塔
に
は
「
後
富
底
家
之
墓
」
「
波
照
間
家
之
墓
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
最
近
は
、
本
土
の
影
響
か
、
こ
の
よ
う
な
石
塔
を
乗
せ
た
墓
が
多
く
な
っ
て
い
る
。　
墓
参
り
は
ま
ず
草
が
生
い
茂
っ
た
墓
の
掃
除
か
ら
始
ま
る
。
波
照
間
島
で
は
墓
に
参
る
の
は
、
一
月
一
六
日
の
十
六
日
祭
（
ジ
ル
ク
ニ
チ
）
と
盆
の
旧
七
月
ニ
ニ
日
の
二
回
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
は
墓
に
は
近
づ
か
な
い
。
波
照
間
島
で
は
清
明
に
墓
参
　
　
　
　
ヨ
　
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
墓
参
り
は
六
か
月
ぶ
り
で
あ
り
、
墓
は
夏
草
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
炎
天
下
こ
れ
を
除
く
の
が
ひ
と
仕
事
で
あ
っ
た
。
掃
除
が
終
わ
る
と
、
酒
、
茶
、
菓
子
を
供
え
線
香
を
た
い
て
参
る
。
こ
れ
で
墓
参
り
は
終
わ
る
。
　
墓
参
り
を
し
て
先
祖
を
家
族
に
迎
え
る
と
、
先
祖
棚
に
供
物
を
供
え
る
。
南
部
落
の
あ
る
家
族
の
供
え
物
は
、
二
人
分
の
膳
と
酒
で
あ
っ
た
。
膳
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
（
雑
炊
）
、
吸
い
物
、
新
香
、
カ
ツ
オ
の
刺
身
、
蒲
鉾
・
天
ぷ
ら
・
鶏
肉
の
か
ら
あ
げ
を
皿
に
盛
っ
た
も
の
の
五
品
で
、
盆
に
乗
せ
て
供
え
る
。
供
物
を
供
え
終
わ
る
と
、
世
帯
主
が
先
祖
棚
に
ま
い
る
。
こ
の
あ
と
、
盆
の
中
日
、
ウ
グ
リ
ピ
ン
（
先
祖
送
り
）
の
日
ま
で
食
事
や
菓
子
、
茶
が
先
祖
に
供
え
ら
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
、
ウ
グ
リ
ピ
ン
の
朝
に
は
御
飯
、
新
香
、
卵
、
吸
い
物
が
や
は
り
二
人
分
供
え
ら
れ
た
。
盆
の
期
間
中
に
は
ま
た
、
親
族
ど
う
し
で
お
互
い
の
先
祖
棚
を
参
り
あ
う
。
　
そ
し
て
、
ウ
グ
リ
ピ
ン
先
祖
送
り
の
日
は
夜
八
時
頃
か
ら
ア
ン
ガ
マ
が
行
わ
れ
る
が
、
ア
ン
ガ
マ
が
終
わ
っ
て
世
帯
主
が
帰
っ
て
き
た
夜
中
＝
一
時
頃
か
ら
先
祖
送
り
が
始
ま
る
。
ま
ず
、
先
祖
棚
に
供
物
を
供
え
る
。
こ
の
時
の
供
物
が
最
も
多
い
。
酒
、
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茶
、
菓
子
、
皿
に
盛
っ
た
蒲
鉾
・
天
ぷ
ら
・
鶏
肉
の
か
ら
あ
げ
な
ど
、
吸
い
物
で
、
　
1
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
盆
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た
。
供
物
を
供
え
終
わ
る
と
世
帯
主
、
妻
、
息
子
の
三
人
が
先
祖
棚
の
前
に
座
り
（
こ
の
家
族
は
こ
の
三
人
）
、
手
を
合
わ
せ
る
。
世
帯
主
は
供
物
の
内
容
を
声
を
出
し
て
先
祖
に
説
明
す
る
。
そ
の
あ
と
、
タ
チ
ブ
シ
ン
の
酒
を
下
ろ
し
て
、
世
帯
主
、
妻
、
息
子
の
順
に
の
む
。
そ
の
あ
と
水
を
張
っ
た
金
だ
ら
い
で
、
世
帯
主
と
妻
が
ウ
チ
カ
ビ
（
紙
銭
）
を
燃
や
す
。
世
帯
主
は
「
三
セ
ン
ト
分
燃
や
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ウ
チ
カ
ビ
を
燃
し
終
わ
る
と
、
先
祖
棚
に
供
え
た
供
物
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
下
ろ
し
、
金
だ
ら
い
に
入
れ
て
家
の
門
口
の
前
ま
で
も
っ
て
行
く
。
か
つ
て
は
部
落
の
は
ず
れ
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
が
、
最
近
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
多
く
な
り
、
そ
れ
を
カ
ラ
ス
が
食
べ
て
危
険
だ
と
い
う
の
で
、
各
家
の
門
口
に
な
っ
た
と
い
う
。
門
口
で
は
世
帯
主
が
線
香
を
あ
げ
た
の
ち
家
族
が
拝
ん
で
、
先
祖
を
送
る
。
こ
れ
で
先
祖
送
り
は
終
了
す
る
。
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
午
前
一
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。
　
五
、
考
察
　
こ
れ
ま
で
一
九
八
四
年
の
波
照
間
島
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
と
家
族
単
位
の
祖
先
祭
祀
行
事
に
つ
い
て
、
実
際
に
行
な
わ
れ
た
儀
礼
を
中
心
に
記
述
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
報
告
の
最
初
に
設
定
し
た
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
分
析
し
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
　
ま
ず
第
一
に
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
と
家
族
単
位
の
祖
先
祭
祀
行
事
の
儀
礼
過
程
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
最
近
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
は
沖
縄
本
島
や
石
垣
島
に
居
住
波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼
す
る
大
勢
の
島
出
身
者
の
参
加
も
得
て
、
島
を
あ
げ
て
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
、
波
照
間
島
の
最
大
の
年
中
行
事
と
し
て
の
性
格
を
ま
す
ま
す
強
め
つ
つ
あ
る
。
波
照
間
島
の
ほ
か
の
神
行
事
が
ツ
カ
サ
や
パ
ナ
ヌ
フ
ァ
な
ど
の
女
性
を
中
心
と
す
る
神
役
組
織
を
中
心
に
地
味
に
静
か
に
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
は
観
衆
も
多
く
、
き
わ
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
祭
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
護
美
と
り
」
や
「
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
」
な
ど
際
物
の
出
し
物
や
フ
サ
マ
ラ
ー
を
始
め
と
し
て
、
新
旧
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
こ
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
集
中
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
行
わ
れ
た
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
は
、
準
備
、
当
日
の
儀
礼
、
あ
と
か
た
づ
け
な
ど
の
全
体
的
な
儀
礼
過
程
自
体
は
、
八
重
山
の
他
の
地
域
の
豊
年
祭
や
節
祭
と
共
通
す
る
点
も
数
多
く
、
と
く
に
き
わ
だ
っ
た
特
徴
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
家
族
単
位
の
盆
行
事
も
先
祖
を
迎
え
て
、
も
て
な
し
、
そ
し
て
先
祖
を
送
る
と
い
う
点
で
は
、
沖
縄
や
ひ
い
て
は
日
本
本
土
の
盆
行
事
と
構
造
的
な
差
異
は
な
い
。
た
だ
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
踊
り
）
が
何
度
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
の
行
事
の
な
か
で
悪
霊
払
い
ム
ラ
ザ
ー
レ
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
逆
に
家
族
単
位
の
盆
行
事
に
無
縁
先
祖
に
対
す
る
儀
礼
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
と
家
族
単
位
の
盆
行
事
の
意
味
の
差
や
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
結
論
的
に
い
え
ば
、
波
照
間
島
で
は
正
当
な
先
祖
に
対
す
る
祭
祀
と
無
縁
の
先
祖
に
対
す
る
祭
祀
を
行
事
と
し
て
明
確
に
区
分
し
分
離
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
や
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
な
ど
村
落
レ
ベ
ル
で
の
行
事
は
、
ア
ン
ガ
マ
を
の
ぞ
い
て
は
家
族
単
位
で
は
祀
ら
れ
な
い
無
縁
の
先
祖
に
か
か
わ
る
祭
祀
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
家
族
レ
ベ
ル
の
盆
行
事
は
各
家
族
の
正
当
な
先
祖
に
か
か
わ
る
祭
祀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
行
事
は
時
間
的
に
平
行
し
て
行
わ
れ
る
が
、
両
者
の
意
味
が
異
な
る
か
ら
こ
そ
、
む
し
ろ
平
行
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
波
照
間
島
に
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
正
当
な
先
祖
の
祭
祀
と
無
縁
の
先
祖
の
祭
祀
の
分
離
が
、
八
重
山
地
域
お
よ
び
沖
縄
の
一
般
的
な
盆
行
事
の
あ
り
か
た
か
ど
う
か
は
今
後
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
奄
美
の
形
態
と
は
異
な
る
。
た
と
え
ば
奄
美
瀬
戸
内
町
管
鈍
で
は
、
墓
か
ら
迎
え
た
各
家
族
の
正
当
な
先
祖
を
屋
内
で
盆
棚
を
つ
く
り
位
牌
を
な
ら
べ
て
祭
祀
す
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
か
つ
て
は
ミ
ッ
ダ
ナ
（
水
棚
）
を
庭
に
つ
く
っ
て
料
理
、
酒
な
ど
の
供
物
を
供
え
、
無
縁
の
先
祖
を
も
て
な
し
た
の
で
あ
る
。
ミ
ッ
ダ
ナ
は
奄
美
大
島
の
盆
行
事
で
は
広
く
認
め
ら
れ
、
無
縁
の
先
祖
が
家
屋
の
な
か
に
入
り
込
む
の
を
阻
止
す
る
意
味
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
奄
美
で
は
正
当
な
先
祖
の
祭
祀
と
と
も
に
無
縁
の
先
祖
の
祭
祀
も
家
族
レ
ベ
ル
で
統
合
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
奄
美
の
盆
行
事
は
波
照
間
島
の
盆
行
事
の
あ
り
か
た
と
明
ら
か
に
異
な
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
波
照
間
島
に
お
い
て
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
が
も
と
も
と
盆
行
事
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
豊
年
祭
ア
ミ
ジ
ワ
ー
の
行
列
が
移
行
す
る
以
前
に
も
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
が
存
在
し
た
と
い
う
前
提
に
立
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
お
も
に
無
縁
の
先
祖
を
供
養
す
る
性
格
を
も
つ
盆
行
事
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
第
二
の
問
題
は
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
的
要
素
と
豊
年
祭
的
要
素
の
問
題
で
あ
る
。
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
の
儀
礼
過
程
の
分
析
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
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島
全
体
の
盆
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
は
、
祖
先
祭
祀
的
要
素
と
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豊
年
祭
的
要
素
の
双
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
祖
先
祭
祀
的
要
素
は
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
踊
り
）
、
獅
子
舞
、
ム
ラ
ザ
ー
レ
（
悪
霊
払
い
）
の
よ
う
に
、
お
も
に
無
縁
先
祖
に
対
す
る
行
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
豊
年
祭
的
要
素
に
は
、
幸
福
・
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
来
訪
神
ミ
ル
ク
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
に
お
け
る
稲
摺
節
、
マ
ミ
ド
ー
マ
、
ハ
リ
エ
ー
、
波
照
間
島
ヌ
ミ
ン
ピ
イ
ガ
ー
な
ど
が
あ
る
。
祖
先
祭
祀
的
要
素
に
つ
い
て
は
す
で
に
分
析
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
豊
年
祭
的
要
素
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
波
照
間
島
の
豊
年
祭
は
こ
れ
ま
で
大
き
く
二
回
の
変
化
を
と
げ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
（
波
照
間
民
俗
芸
能
保
存
会
一
九
八
二
）
。
第
一
回
の
変
化
は
、
お
そ
ら
く
一
八
世
紀
後
半
の
大
津
波
以
後
の
時
期
に
、
そ
れ
ま
で
豊
年
祭
ア
ミ
ジ
ワ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
仮
装
行
列
を
た
び
重
な
る
東
西
両
組
の
対
立
を
防
ぐ
た
め
に
、
盆
行
事
に
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
回
の
変
化
は
、
戦
後
に
お
け
る
儀
礼
の
短
縮
、
簡
素
化
で
あ
る
。
か
つ
て
は
豊
年
祭
は
豊
年
を
感
謝
す
る
四
日
間
の
プ
ー
リ
ン
と
、
そ
の
二
〇
日
後
に
行
わ
れ
た
豊
年
を
祈
願
す
る
二
日
間
の
ア
ミ
ジ
ワ
ー
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
生
活
改
善
の
た
め
に
連
続
六
日
間
に
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
に
四
日
間
に
短
縮
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
一
九
八
四
年
の
神
行
事
日
程
表
（
表
四
）
に
よ
れ
ば
六
月
二
三
日
か
ら
六
日
間
と
な
っ
て
お
り
、
最
近
は
ま
た
六
日
間
に
　
　
　
　
　
　
け
　
も
ど
っ
て
い
る
。
豊
年
祭
と
は
す
な
わ
ち
、
六
月
二
一
二
日
ミ
ワ
ク
チ
ェ
（
カ
ミ
ミ
チ
神
道
の
掃
除
）
、
二
四
日
カ
ン
パ
ナ
（
供
物
集
め
）
、
二
五
日
プ
ー
リ
ン
（
ツ
カ
サ
と
パ
ナ
ヌ
フ
ァ
に
よ
る
御
嶽
で
の
行
事
が
中
心
、
各
御
嶽
で
の
巻
踊
り
）
、
二
六
日
ア
サ
ヨ
イ
（
プ
ー
リ
ン
の
後
宴
）
、
二
七
日
ア
ミ
ジ
ワ
ー
（
プ
ー
リ
ン
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
行
事
）
、
二
八
日
ユ
ー
ニ
ゲ
ー
（
島
の
一
般
の
人
が
参
加
す
る
部
落
単
位
の
民
謡
や
踊
り
）
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
は
ア
サ
ヨ
イ
の
日
に
公
民
館
で
二
四
年
ぶ
り
に
合
同
の
巻
踊
り
が
復
活
し
た
と
い
う
（
『
八
重
山
毎
日
新
聞
』
一
九
八
六
年
六
月
二
〇
日
）
。
こ
う
し
た
波
照
間
島
の
豊
年
祭
の
儀
礼
内
容
を
み
る
と
、
八
重
山
各
地
の
豊
年
祭
に
よ
く
み
ら
れ
る
ミ
ル
ク
、
仮
装
行
列
、
棒
術
、
太
鼓
、
綱
引
き
な
ど
が
欠
如
し
て
い
る
点
に
き
わ
だ
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ー
リ
ン
や
ア
ミ
ジ
ワ
ー
で
行
な
わ
れ
る
部
落
単
位
の
巻
踊
り
や
民
謡
に
あ
わ
せ
た
踊
り
は
、
ム
シ
ャ
ー
マ
ほ
ど
大
規
模
で
は
な
い
に
し
て
も
一
応
は
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
お
い
て
、
豊
年
祭
に
欠
け
て
い
る
ミ
ル
ク
、
仮
装
行
列
、
棒
術
、
太
鼓
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
、
現
在
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
は
も
と
も
と
あ
っ
た
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
を
中
心
と
す
る
無
縁
先
祖
に
対
す
る
行
事
に
加
え
て
、
豊
年
祭
の
要
素
が
付
加
さ
れ
た
行
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
第
三
の
問
題
は
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
登
場
す
る
来
訪
神
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
は
、
ミ
ル
ク
、
フ
サ
マ
ラ
ー
、
ア
ン
ガ
マ
の
三
つ
の
仮
面
仮
装
来
訪
神
が
登
場
す
る
。
波
照
間
島
の
ミ
ル
ク
は
八
重
山
地
域
の
ミ
ル
ク
の
一
般
的
傾
向
と
同
じ
よ
う
に
布
袋
の
面
を
つ
け
て
登
場
す
る
。
人
々
に
幸
福
や
豊
穣
を
も
た
ら
し
、
人
々
は
ミ
ル
ク
を
迎
え
て
弥
勒
節
を
歌
い
踊
る
、
な
ど
の
点
も
共
通
し
て
い
る
。
と
く
に
豊
穣
を
も
た
ら
す
点
が
、
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
で
ミ
ル
ク
に
つ
づ
く
子
供
た
ち
が
五
穀
の
種
を
も
っ
て
行
列
す
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
波
照
間
島
の
ミ
ル
ク
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
ミ
ル
ク
、
ブ
ー
ブ
ザ
ー
、
ミ
ル
ク
ン
タ
マ
が
ひ
と
つ
の
セ
ッ
ト
を
な
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
儀
礼
化
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ブ
ー
ブ
ザ
ー
は
ミ
ル
ク
の
夫
と
さ
れ
る
が
、
ミ
ル
ク
や
そ
の
子
供
た
ち
を
捨
て
て
家
を
飛
び
出
し
た
存
在
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、
み
す
ぼ
ら
し
い
形
や
ム
シ
ャ
ー
196
波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼
マ
行
列
の
な
か
で
あ
ち
こ
ち
を
俳
徊
し
た
り
、
妻
と
さ
れ
る
ミ
ル
ク
に
は
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
所
作
に
こ
の
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
づ
け
や
儀
礼
的
行
動
は
八
重
山
の
他
の
地
域
の
ミ
ル
ク
に
は
な
い
。
ま
た
、
波
照
間
島
で
は
ム
シ
ャ
ー
マ
に
お
い
て
、
一
生
に
一
度
ミ
ル
ク
に
な
る
こ
と
が
、
男
の
通
過
儀
礼
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
東
組
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
る
直
前
の
男
性
が
ミ
ル
ク
に
な
る
よ
う
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
果
た
し
て
行
く
こ
と
自
体
が
波
照
間
島
で
は
通
過
儀
礼
の
意
味
を
も
つ
が
、
な
か
で
も
こ
の
ミ
ル
ク
は
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
波
照
間
島
の
ミ
ル
ク
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
三
つ
の
組
に
よ
っ
て
面
、
服
装
、
持
物
に
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
の
な
か
に
最
近
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
来
訪
神
と
し
て
フ
サ
マ
ラ
ー
が
あ
る
。
フ
サ
マ
ラ
ー
は
波
照
間
島
だ
け
に
み
ら
れ
る
独
特
の
仮
面
仮
装
来
訪
神
で
あ
る
。
フ
サ
マ
ラ
ー
は
瓢
箪
で
つ
く
っ
た
面
（
か
つ
て
は
デ
イ
ゴ
や
ヤ
シ
で
つ
く
っ
た
）
を
被
り
、
身
体
中
を
夕
顔
や
ナ
ー
べ
の
葉
な
ど
の
蔓
で
覆
い
、
手
に
マ
ニ
（
ク
ロ
ツ
グ
）
の
長
い
棒
を
持
っ
た
姿
で
登
場
し
、
水
溜
ま
り
を
た
た
い
た
り
し
て
、
と
く
に
女
性
た
ち
を
威
嚇
し
て
ま
わ
る
。
一
九
五
二
年
頃
ま
で
は
雨
乞
い
行
事
（ア
メ
ニ
ゲ
ー
）
に
登
場
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
と
き
ど
き
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
ア
メ
ニ
ゲ
ー
に
登
場
し
て
い
た
頃
は
、
フ
サ
マ
ラ
ー
ヤ
マ
と
よ
ば
れ
る
山
か
ら
出
現
し
、
五
つ
の
部
落
の
御
嶽
で
行
わ
れ
る
ツ
カ
サ
を
中
心
と
し
た
雨
乞
い
行
事
に
加
わ
っ
た
。
フ
サ
マ
ラ
ー
ヤ
マ
で
は
ツ
カ
サ
が
一
〇
本
程
の
竹
を
た
ば
ね
た
も
の
に
水
を
つ
け
て
フ
サ
マ
ラ
ー
に
か
け
、
雨
乞
い
を
し
た
。
ま
た
、
各
御
嶽
に
向
か
う
フ
サ
マ
ラ
ー
が
家
の
近
く
を
通
る
と
、
人
々
は
柄
杓
で
き
れ
い
な
水
を
フ
サ
マ
ラ
ー
に
か
け
た
と
い
う
。
こ
う
す
る
と
ユ
ガ
フ
（
幸
福
や
豊
穣
）
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
。
フ
サ
マ
ラ
ー
は
水
を
掛
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
走
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
子
供
た
ち
は
、
「
フ
サ
マ
ラ
ー
　
フ
サ
マ
ラ
ー
　
ユ
ー
ガ
フ
　
ム
チ
ョ
リ
ヨ
、
フ
サ
マ
ラ
ー
　
フ
サ
マ
ラ
ー
　
ユ
ー
ガ
フ
　
ム
チ
ョ
リ
ヨ
」
（
フ
サ
マ
ラ
ー
よ
、
豊
穣
を
持
っ
て
来
て
き
て
く
れ
）
と
口
々
に
は
や
す
。
し
か
し
、
フ
サ
マ
ラ
ー
が
持
つ
マ
ニ
の
葉
で
た
た
か
れ
る
と
命
が
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
サ
マ
ラ
ー
は
各
家
族
を
訪
問
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
ア
メ
ニ
ゲ
ー
が
終
わ
る
と
二
、
三
日
で
雨
が
降
っ
た
と
い
う
。
御
嶽
や
井
戸
を
ま
わ
り
終
わ
る
と
ふ
た
た
び
フ
サ
マ
ラ
ー
ヤ
マ
に
も
ど
っ
て
面
を
取
り
、
そ
こ
に
捨
て
る
。
フ
サ
マ
ラ
ー
面
を
使
う
の
は
一
回
限
り
で
、
翌
年
は
ま
た
あ
た
ら
し
い
面
を
そ
れ
ぞ
れ
が
作
る
。
ム
シ
ャ
ー
マ
行
列
に
登
場
す
る
フ
サ
マ
ラ
ー
も
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
。
フ
サ
マ
ラ
ー
は
全
体
的
に
き
た
な
い
姿
形
で
あ
り
、
人
々
は
こ
れ
を
恐
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
波
照
間
島
で
は
、
子
供
た
ち
が
外
で
遊
ん
で
き
た
な
い
姿
で
帰
っ
て
く
る
と
、
親
は
「
フ
サ
マ
ラ
ー
の
よ
う
だ
」
と
い
っ
て
、
早
く
き
れ
い
に
す
る
よ
う
に
注
意
し
た
と
い
う
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
フ
サ
マ
ラ
ー
は
恐
ろ
し
い
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
波
照
間
島
の
も
う
ひ
と
つ
の
仮
面
仮
装
来
訪
神
は
、
盆
の
ウ
グ
リ
ピ
ン
（
先
祖
送
り
）
の
晩
に
出
現
す
る
ア
ン
ガ
マ
で
あ
る
。
ア
ン
ガ
マ
は
祖
先
神
と
さ
れ
る
来
訪
神
で
、
若
者
が
ア
ン
ガ
マ
面
を
被
り
各
家
を
訪
問
し
て
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
（
念
仏
歌
）
を
歌
う
の
が
八
重
山
各
地
で
一
般
的
で
あ
る
。
祖
先
神
が
各
家
族
の
先
祖
を
供
養
す
る
点
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
も
あ
る
が
、
ア
ン
ガ
マ
は
八
重
山
の
盆
行
事
と
し
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
八
重
山
の
一
般
的
な
ア
ン
ガ
マ
と
比
較
し
て
、
波
照
間
島
の
ア
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ー
ン
ガ
マ
の
特
徴
と
し
て
は
以
下
の
諸
点
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、
若
者
で
は
な
く
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島
の
役
員
た
ち
が
行
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
訪
問
す
る
家
は
波
照
間
島
の
す
べ
て
の
家
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
波
照
間
島
は
約
二
五
〇
世
帯
あ
る
か
ら
、
一
晩
の
打
ち
に
す
べ
て
を
ま
わ
る
こ
と
は
も
と
も
と
困
難
で
あ
る
が
、
訪
問
す
る
家
は
全
体
の
一
〇
分
の
一
以
下
で
あ
る
。
第
三
に
、
ア
ン
ガ
マ
は
男
性
が
女
装
し
、
仮
面
を
か
ぶ
り
、
裏
声
を
使
う
と
い
う
異
形
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
一
九
八
四
年
に
行
わ
れ
た
波
照
間
島
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
と
家
族
単
位
の
盆
行
事
を
記
述
し
、
そ
の
特
徴
と
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
示
し
た
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
波
照
間
島
の
盆
行
事
は
豊
年
祭
的
要
素
と
祖
先
祭
祀
的
要
素
の
双
方
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
来
訪
神
が
登
場
し
、
最
近
の
変
化
も
注
目
さ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
と
く
に
正
当
な
先
祖
と
無
縁
の
先
祖
と
の
祭
祀
的
分
離
は
、
沖
縄
や
日
本
本
土
の
盆
行
事
の
分
析
に
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
沖
縄
の
他
の
地
域
の
盆
行
事
の
分
析
が
進
め
ば
、
波
照
間
島
の
盆
行
事
の
特
質
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
註
（
1
）
波
照
間
島
の
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
四
年
夏
と
一
九
八
五
年
夏
の
二
回
に
　
　
　
わ
た
っ
て
観
察
と
聞
取
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
家
族
や
祭
祀
組
織
を
中
心
と
す
る
調
　
　
　
査
を
一
九
八
六
年
、
一
九
八
七
年
の
二
年
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
本
稿
で
主
に
と
り
あ
げ
る
　
　
　
の
は
、
一
九
八
四
年
八
月
に
行
わ
れ
た
ム
シ
ャ
ー
マ
と
盆
行
事
で
あ
る
。
こ
の
夏
は
八
月
九
　
　
　
日
の
シ
キ
ル
ピ
ン
（
先
祖
迎
え
の
日
）
か
ら
、
八
月
一
四
日
ま
で
波
照
間
島
に
滞
在
し
た
。
　
　
　
波
照
間
島
の
ム
シ
ャ
ー
マ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
波
照
間
公
民
館
長
を
つ
と
め
ら
れ
　
　
　
て
い
た
浦
仲
浩
氏
、
盆
行
事
を
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
南
部
落
の
勝
連
文
雄
氏
、
勝
連
ス
　
　
　
エ
氏
、
お
よ
び
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
南
島
展
示
の
た
め
に
ミ
ル
ク
の
面
を
作
成
し
て
い
　
　
　
た
だ
い
た
佐
事
清
祐
氏
を
は
じ
め
波
照
間
島
の
島
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
　
　
　
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
と
思
う
。
（
2
）
し
か
し
な
が
ら
、
旧
暦
一
月
一
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
ジ
ク
ル
ニ
チ
（
十
六
日
祭
）
の
墓
ま
　
　
　
い
り
は
神
行
事
の
季
節
に
行
わ
れ
る
祖
先
祭
祀
行
事
で
あ
る
。
（
3
）
仲
底
善
祥
は
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
「
当
時
の
目
差
職
が
島
の
平
和
を
保
つ
為
豊
年
祭
　
　
は
神
行
事
と
巻
踊
り
に
止
め
、
豊
年
祭
で
行
わ
れ
た
弥
勒
を
先
頭
に
行
う
仮
装
行
列
や
棒
踊
、
　
　
太
鼓
、
獅
子
舞
、
舞
踊
等
一
切
の
行
事
は
旧
七
月
一
四
日
世
願
と
し
て
ム
シ
ャ
マ
ー
の
行
事
　
　
を
す
る
よ
う
改
正
さ
せ
て
大
乱
争
の
起
因
と
な
っ
た
カ
シ
ラ
綱
引
は
全
廃
さ
せ
た
と
古
老
た
　
　
ち
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
」
（
仲
底
善
祥
一
九
七
〇
、
二
頁
）
と
述
べ
、
こ
の
時
に
ム
シ
ャ
　
　
ー
マ
行
事
が
あ
ら
た
に
形
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
本
田
安
次
は
「
こ
の
む
し
　
　
や
ま
祭
り
は
、
実
は
盆
祭
り
と
豊
年
祭
り
と
が
一
つ
に
な
っ
た
形
の
も
の
で
あ
っ
た
。
百
三
、
　
　
四
十
年
も
前
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
あ
る
年
東
西
の
両
組
（
も
と
は
全
島
は
東
西
の
二
組
に
分
　
　
か
れ
て
い
た
）
が
旗
が
し
ら
（
旗
の
先
に
つ
け
る
か
ざ
り
も
の
）
の
こ
と
か
ら
大
喧
嘩
を
し
　
　
た
。
東
は
太
陽
、
西
は
月
の
頭
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
優
劣
を
論
じ
た
こ
と
か
ら
お
こ
っ
た
ら
　
　
し
い
。
そ
の
た
め
、
中
に
入
っ
た
番
所
の
役
人
が
、
翌
年
か
ら
は
こ
れ
を
出
す
こ
と
を
禁
じ
　
　
た
。
そ
し
て
み
ろ
く
の
行
列
を
豊
年
祭
か
ら
切
り
は
な
し
て
む
し
や
ま
に
も
っ
て
こ
さ
せ
た
。
　
　
そ
の
行
列
に
つ
く
旗
も
、
か
し
ら
を
と
っ
た
も
の
を
立
て
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
棒
や
太
鼓
　
　
も
、
も
と
豊
年
祭
り
の
も
の
、
念
仏
は
む
ろ
ん
盆
の
も
の
だ
が
、
獅
子
は
別
に
あ
っ
た
盆
の
　
　
獅
子
を
祭
り
の
も
の
と
し
た
。
舞
台
の
踊
り
は
盆
の
あ
そ
び
で
あ
ろ
う
」
（
本
田
安
次
一
九
六
　
　
〇
、
八
六
頁
）
と
述
べ
て
、
豊
年
祭
の
一
部
を
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
に
移
し
た
の
が
、
現
在
の
　
　
ム
シ
ャ
ー
マ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
波
照
間
民
俗
芸
能
保
存
会
（
一
九
八
二
）
も
こ
の
　
　
考
え
を
継
承
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ム
シ
ャ
ー
マ
行
事
が
も
と
も
と
あ
っ
て
、
ア
ミ
ジ
ワ
　
　
ー
の
行
事
の
一
部
が
こ
の
当
時
か
ら
組
込
ま
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
時
に
あ
ら
た
に
ム
　
　
シ
ャ
ー
マ
行
事
が
つ
く
ら
れ
た
の
か
は
、
も
と
も
と
の
豊
年
祭
の
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
か
　
　
ら
、
判
断
す
る
資
料
に
不
足
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
波
照
間
民
俗
芸
能
保
存
会
（
一
九
八
　
　
二
）
に
し
た
が
っ
て
、
一
応
前
者
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。
（
4
）
＝
二
〇
～
一
五
〇
年
前
頃
に
旗
頭
を
め
ぐ
る
問
題
が
起
き
て
以
来
、
旗
頭
は
廃
止
さ
れ
た
ま
　
　
ま
で
あ
る
。
も
と
も
と
東
組
の
旗
頭
は
太
陽
、
西
組
は
月
で
あ
っ
た
が
、
波
照
間
島
で
古
い
　
　
部
落
と
さ
れ
る
西
組
の
旗
頭
が
太
陽
で
な
い
の
は
お
か
し
い
と
い
う
議
論
が
お
こ
り
、
こ
れ
　
　
を
め
ぐ
っ
て
東
西
が
対
立
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
旗
頭
問
題
」
で
あ
る
（
波
照
間
民
俗
芸
　
　
能
保
存
会
一
九
八
二
）
。
旗
頭
は
一
般
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
豊
年
祭
、
　
　
綱
引
き
な
ど
に
は
よ
く
登
場
す
る
。
（
5
）
こ
の
点
で
は
、
西
表
島
祖
納
の
節
祭
に
登
場
す
る
ミ
ル
ク
が
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
祭
の
日
を
　
　
と
お
し
て
ミ
ル
ク
で
あ
り
続
け
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
祖
納
の
ミ
ル
ク
は
祭
が
終
わ
る
　
　
ま
で
食
物
も
水
も
口
に
せ
ず
に
神
に
な
り
き
る
。
（
6
）
盆
が
明
け
た
日
に
村
に
残
っ
た
悪
霊
を
祓
う
行
事
と
し
て
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
は
八
重
山
各
地
で
　
　
行
な
わ
れ
て
い
る
。
石
垣
島
宮
良
で
は
こ
れ
を
「
イ
タ
シ
イ
キ
バ
ラ
」
と
い
い
、
集
落
を
ま
　
　
わ
っ
て
ニ
ン
ブ
チ
ャ
ー
に
あ
わ
せ
て
巻
踊
り
を
踊
る
。
獅
子
舞
も
行
わ
れ
る
。
イ
タ
シ
イ
キ
　
　
バ
ラ
は
先
祖
が
道
に
さ
ま
よ
う
悪
霊
に
負
け
な
い
よ
う
に
と
の
意
味
で
行
わ
れ
る
（
『
八
重
山
　
　
毎
日
新
聞
』
一
九
九
〇
年
九
月
八
日
）
。
ま
た
、
石
垣
島
大
浜
で
も
「
イ
タ
ツ
キ
バ
ラ
」
と
い
　
　
っ
て
老
人
た
ち
が
ニ
ン
ブ
チ
ャ
に
合
わ
せ
て
巻
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
獅
子
舞
や
棒
術
も
行
わ
198
波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼
　
　
れ
る
。
こ
れ
は
盆
に
集
ま
っ
た
悪
霊
を
集
落
か
ら
払
う
意
味
で
行
わ
れ
る
（
『
八
重
山
毎
日
新
　
　
聞
』
一
九
九
一
年
八
月
二
七
日
）
。
（
7
）
波
照
間
島
の
共
同
売
店
は
各
部
落
に
ひ
と
つ
ず
つ
あ
る
。
他
に
個
人
商
店
が
名
石
に
一
軒
あ
　
　
る
が
波
照
間
島
の
人
々
の
日
常
的
な
買
物
は
ほ
と
ん
ど
共
同
売
店
に
頼
っ
て
い
る
。
共
同
売
　
　
店
は
部
落
の
各
家
族
が
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
部
落
が
経
営
す
る
売
店
で
あ
る
。
　
　
部
落
の
主
婦
が
交
替
で
勤
務
に
あ
た
り
、
朝
と
夕
方
の
み
営
業
し
て
い
る
。
共
同
売
店
に
つ
　
　
い
て
は
、
安
仁
屋
政
昭
・
堂
前
亮
平
（
一
九
八
二
）
参
照
。
（
8
）
こ
の
点
で
は
、
同
じ
南
島
で
も
奄
美
（
と
く
に
北
部
）
の
よ
う
に
、
墓
を
家
々
の
近
く
に
作
　
　
り
、
毎
月
一
日
、
一
五
日
に
墓
参
り
を
繰
り
返
す
地
域
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
祖
先
に
　
　
た
い
す
る
観
念
の
差
異
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
（
9
）
正
当
な
先
祖
の
祭
祀
と
無
縁
の
先
祖
の
祭
祀
を
分
離
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
　
　
日
本
の
祖
先
祭
祀
形
態
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
形
態
に
区
分
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
奄
　
　
美
の
よ
う
に
両
者
を
家
族
レ
ベ
ル
で
統
合
し
な
が
ら
行
う
型
で
あ
る
。
こ
の
型
で
は
無
縁
先
　
　
祖
の
供
養
の
た
め
の
盆
棚
を
ど
こ
に
ど
う
作
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
は
、
波
照
間
島
の
　
　
よ
う
に
両
者
を
村
レ
ベ
ル
と
家
族
レ
ベ
ル
に
分
離
す
る
型
で
あ
る
。
第
三
は
、
無
縁
先
祖
の
　
　
祭
祀
を
と
く
に
行
わ
ず
、
各
家
族
の
正
当
な
先
祖
の
祭
祀
と
し
て
盆
行
事
を
行
う
型
で
あ
る
。
　
　
全
体
と
し
て
は
第
一
、
第
三
の
型
の
盆
行
事
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
に
　
　
待
ち
た
い
。
（
1
0
）
短
縮
・
簡
素
化
以
前
の
豊
年
祭
に
つ
い
て
は
宮
良
高
弘
（
一
九
七
二
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
（
1
1
）
『
八
重
山
毎
日
新
聞
』
（
一
九
八
八
年
六
月
八
日
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
八
年
の
豊
年
祭
も
六
　
　
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
る
。
三
年
前
に
復
活
し
た
ア
サ
ヨ
イ
の
日
の
合
同
の
巻
踊
り
は
　
　
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
〈
参
考
文
献
〉
安
仁
屋
政
昭
・
堂
前
亮
平
二
九
八
二
）
「
波
照
間
島
・
石
垣
島
・
西
表
島
の
共
同
店
と
村
落
構
造
」
　
『波
照
間
島
調
査
報
告
書
』
（
地
域
研
究
シ
リ
ー
ズ
3
）
、
六
七
ー
七
五
頁
、
沖
縄
国
際
大
学
南
島
　
文
化
研
究
所
。
畠
山
　
　
篤
（
一
九
八
二
）
「
波
照
間
島
の
豊
年
祭
と
祈
年
祭
」
『
波
照
間
島
調
査
報
告
書
』
（
地
域
研
　
究
シ
、
リ
ー
ズ
三
）
、
一
九
ー
三
九
頁
、
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
。
波
照
間
民
俗
芸
能
保
存
会
（
一
九
八
二
）
『
波
照
間
島
の
ム
シ
ャ
ー
マ
ー
南
国
の
豊
年
祈
願
と
祖
先
供
　
養
の
祭
典
ー
』
、
波
照
間
民
俗
芸
能
保
存
会
本
田
　
安
次
（
一
九
六
〇
）
「
沖
縄
の
芸
能
」
『
世
界
の
旅
・
日
本
の
旅
』
八
三
ー
八
九
頁
本
田
　
安
次
二
九
六
二
）
『
南
島
採
訪
記
』
加
屋
本
正
一
（
一
九
七
七
）
『
波
照
間
島
』
（
自
費
出
版
）
馬
淵
東
一
（
一
九
六
五
）
「
波
照
間
島
そ
の
他
の
氏
子
組
織
」
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
四
〇
、
一
ー
一
　
一
頁
宮
良
　
高
弘
（
一
九
七
二
）
『
波
照
間
島
民
俗
誌
』
、
木
耳
社
宮
田
　
　
登
二
九
七
一
）
「
沖
縄
の
ミ
ル
ク
神
」
『
民
族
学
研
究
』
三
六
巻
三
号
、
二
五
三
ー
二
五
九
　
頁
仲
底
　
善
祥
（
一
九
七
九
）
「
波
照
間
島
の
民
俗
芸
能
ー
ム
シ
ャ
ー
マ
を
中
心
と
し
て
ー
」
、
沖
縄
県
教
　
育
委
員
会
編
『
八
重
山
の
民
俗
芸
能
』
一
（
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
二
〇
）
、
九
－
一
四
頁
小
野
　
重
朗
（
一
九
八
四
）
「
正
月
と
盆
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
九
、
一
二
七
ー
一
八
八
頁
折
口
　
信
夫
（
一
九
五
五
）
「
年
中
行
事
ー
民
間
行
事
伝
承
の
研
究
1
」
『
折
口
信
夫
全
集
』
一
五
、
四
　
七
ー
＝
一
四
頁
（
原
論
文
発
表
は
一
九
三
〇
ー
一
九
三
二
年
）
。
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
、
C
。
（
一
九
六
七
）
「
波
照
間
島
の
神
行
事
に
つ
い
て
」
『
沖
縄
文
化
』
二
三
、
二
五
ー
　
四
〇
頁
O
c
乞
o
冨
且
や
（
一
u
⊃
⑦
『
）
、
、
司
訂
担
9
①
＝
目
0
8
江
8
°
。
o
〔
出
讐
o
日
∋
①
、
、
盲
〉
ω
｛
昌
ウ
o
一
匹
0
8
　
0
り
葺
合
9
　
N
O
（
N
）
6
ω
ー
一
8
0
ζ
≦
o
冨
a
や
（
」
q
⊃
o
。
O
）
口
〉
↓
国
閃
q
ζ
〉
‥
o
り
8
｛
o
－
戸
而
＝
σ
q
合
已
ω
〉
ω
U
8
片
ω
o
｛
①
白
力
2
穿
－
幻
さ
尊
g
＝
　
【
ω
一
図
o
ユ
O
巳
言
「
P
↑
o
庄
o
コ
』
°
］
ロ
「
一
＝
酒
井
　
卯
作
（
一
九
六
四
）
「
波
照
間
島
調
査
報
告
ー
沖
縄
八
重
山
群
島
ー
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
巻
二
　
号
、
四
三
ー
六
一
頁
住
谷
　
一
彦
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
、
J
。
（
一
九
七
七
）
「
パ
テ
ィ
ロ
ー
マ
ー
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
よ
る
日
本
民
　
族
1
1
文
化
複
合
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
『
南
西
諸
島
の
神
観
念
』
、
二
一
三
－
三
一
一
頁
田
中
　
官
二
（
一
九
八
四
）
「
年
中
行
事
の
構
造
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
九
、
六
七
ー
一
二
六
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
八
一
）
「
祭
り
と
社
会
構
造
ー
奄
美
管
鈍
の
豊
年
祭
を
中
心
に
ー
し
『
歴
史
公
論
』
　
七
巻
八
号
、
九
三
ー
九
九
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
八
四
）
「
奄
美
と
沖
縄
－
南
島
民
俗
の
多
様
性
ー
」
『
歴
博
』
八
、
四
ー
五
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
八
五
）
「
南
島
の
世
界
」
『
月
刊
文
化
財
』
二
五
八
、
三
〇
ー
三
三
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
八
六
）
「
古
宇
利
島
海
神
祭
の
時
間
論
」
、
坪
井
洋
文
編
『
日
本
人
の
民
俗
的
時
間
　
認
識
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
、
二
九
ー
一
三
二
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
八
八
）
「
博
物
館
の
原
点
」
『
歴
博
』
二
四
、
一
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
八
八
）
「
波
照
間
島
の
家
族
組
織
と
祖
先
祭
祀
」
『
南
西
諸
島
の
家
族
の
伝
統
と
変
　
容
に
関
す
る
調
査
研
究
』
、
一
ー
一
五
頁
上
野
　
和
男
（
「
九
九
『
）
「
ナ
マ
ハ
ゲ
・
ト
シ
ド
ン
・
ア
カ
マ
タ
ク
ロ
マ
タ
ー
日
本
の
仮
面
仮
装
来
　
訪
神
と
そ
の
地
域
性
ー
」
、
大
林
太
良
編
『
日
本
人
と
そ
の
文
化
の
地
域
性
』
、
一
六
ー
二
一
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
九
一
）
「
波
照
間
島
の
仮
面
仮
装
来
訪
神
」
『
歴
博
』
四
九
、
一
〇
ー
＝
頁
上
野
　
和
男
（
一
九
九
五
）
「
年
中
行
事
の
調
査
方
法
」
『
伊
那
民
俗
研
究
』
五
、
九
ー
二
四
頁
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Ancestor　Worship　and　Farming　Rituals　of　Hateruma　Island，　Okinawa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UENO　Kazuo
This　paper　gives　an　analytical　description　of　the　Bon　rituals　observed　on　the　Hateruma
island，　Yaeyama，　Okinawa．　There　are　two　types　of　the　observance，　one　held　at　the　village
level　centering　around　the　Mushama，　and　the　other　on　a　family　basis．　The　Mushama　festival
consists　of　a　masquerade　parade　led　by　the　visiting　god　Miruku，　the　b～W勧fencing，　drum
music，　lion　dancing，　and　the励功μ6妬吻θ〃zψ彦sμdancing）．The　village－level　observance　also
includes　a　rite　dedicated　to　the　visiting　god　Angama　and　another　rite　called　Itashikibara．　The
famiy－level　Bon　observances　are　structurally　common　throughout　the　country，　consisting　of
welcoming　the　souls　of　the　ancestors，　enteraining　them　with　food　and　other　offerings，　and
sending　them　off　on　their　return　to　the　world　of　the　spirits．
　　　　This　paper　studies　the　Bon　festivals　observed　on　Hateruma　Island，　focusing　on　three
points：first，　the　procedures　of　both　the　village　and　family　observances，　their　differences，　and
their　relationships；second，　the　ancestor　worship　and　farming－rite（especially　harvest　festi－
val）aspects　of　the　Mushama　ritual；and，　third，　the　three　visiting　gods　Miruku，　Fusamara　and
Angama．
　　　　The　examination　of　these　leads　to　the　following　conclusions．　First，　Hateruma’s　village
and　family　Bon　rituals　differ　in　meaning，　for　the　former　is　dedicated　maninly　to　unrelated
（〃zμ¢η）ancestors　and　the　latter　to　each　family’s　orthodox　ancestors．　Second，　village　ritual，
containing　both　the　elements　of　harvest　and　ancestral　festivals，　resulted　from　the　harvest
festival　Amijiwa　having　moved　into　the　original　ancestral　rite　Mushama　festival．　Third，
Hateruma’s　rites　for　the　gods　Miruku，　Fusamara，　and　Angama　have　several　features　distinc－
tive　from　many　other　visiting－god　festivals　in　the　Yaeyama　area．
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（い波照間乱の家屋　波照間島の集落は台風を防ぐため
　　に家屋の周囲には．7クギなど風に強い本マで囲ま21
　　ている　家ばの周囲にほ甘ン．2の塀があり、門日を
　　人る】この写爽にもあるように、ヒンフンかある：
　　また、波照間島は水がしば㌧はパ亡］．るので、大木
　　を溜めるダンソが各家に備メ『ノ；←られて．一る＝
12　］年間の神行事のH程はペン㌦レーとよばれる行事
　　で決定1．るヒガリ版でEP刷ざね、各家庭に配布さZl、
　　目につ1ヒニうに張り出竺れる　これは南部落の共
　　同売店に掲’1された1gS4年の神行事r拝呈表。
〆：D北部落．．洪川売1、i、．波照間島には個人商店が少ない
　　ので、日常的な買物は共同売店で行われる．波照間
　　島の5つの部洛ナ．べ’こに共同売店が、ξ・る．共同売店
　　は部落の各家族が出資「＿た資金にLり経宮されてい
　　るもので、i㌃婦が交替で勤務．5る「1984年は盆の先
　　祖迎えの日に．Lうや（石垣島からの定期研（｝が到着L
　　たので、買物の村’人でにぎわ’・こいる．，
⑪）東組のミ，しクの面】1亘具、．向はダfゴの木でできて
　　おり、　二れは1川，年以．L前：こ作られたといわれてい
　　る　面は古いが、毎年ムシ、・一マが近づくと塗｝，替
　　える　扇の表には太陽、裏には月が描かれている、
（5）獅ゴの1向は各組に2つずつある　㍉しクとおなじよ
　　うに組にL・ド：多少の違いがある　二れは東組の獅
　　一ゴニ舞））〔）力．こ、　ニ　イ　ニ丁一こいプノ　：　・㌧ノL『：．・，二．　1964年：こ田「
　　Ll－・1られた三いう．f蓑組には［㌧い獅」こ頭も残き
　　2、’：い・：
（6）獅］剤は獅子と獅子噺子に上・て行われるが、こオ1．
　　は東組の獅子囎子がつける鬼のE飢、獅］二噺子の面が
　　あるのは東組だけである，ムシャー一マの行列の中で
　　も獅白離1’．は面を被り、長い捧で獅子をあやLなか
　　ら行進．」’る
　　灘
・一ぺ．≒一
（7）南部落の会館の黒板にかかれたムシャーマ行列の役
　　割分担。役割分担は8月3口に行われたナンガーソ
　　ーリン（7日盆）の時に決定される。ミルク、釣り
　　手、棒、太鼓、三味線などの役割分担と名前が書か
　　れている。
（8）8月10日ムシャーマ行列が行われる午前8時、ミル
　　クとその夫とされるブーブザー役をつとめる男がシ
　　マの東のはずれのガジュマルの下でミルクの面、衣
　　装と供物を供え、アガリ（東）の方向に向かって祈
　　る。右がミノレク役、左がブーブザー役である。ミル
　　ク役は老人クラブに入る直前の男性がつとめること
　　になっている。
（9）このとき供えられる供物は、泡盛と砂糖天ぷら、蒲
　　鉾、玉子焼きなどである。東の方向に向かって祈っ
　　たあと、ミルク役、ブーブザー役は酒を一杯口につ
　　ける。
（1ωそのあとミルク役はさっそくミルクの衣装をつける。
　　東組のミ’レクは真新しい下着の上に黄地の着物に格
　　子縞の帯をつける。頭は唐草模様の風呂敷（かつて
　　はあでやかな紅型の染物であった）をかぶり、面を
　　かぶる。
（11＞午前9時、東組からいよいよムシャーマの行列が開
　　始される。東組のムシャーマ行列の先頭は「東」の
　　文字と太陽をあしらった旗である。旗には旗頭がな
　　い。そのつぎのは「祈豊年」と書かれた紙の幟がつ
　　づき、そのうしろにミルクがつく。ミノレクの後ろに
　　はミルクンタマーとよばれる日の丸の旗をもった子
　　供がつづく。
（12）東組のムシャーマ行列の先頭を行くミルク。右手に
　　扇を持ち、左手には長い棒をもって、扇をゆったり
　　と振りながら歩を進める。身体を左右にゆったりと
　　振りながら行進するが、一回転はしない。ミルクの
　　右側にはスクテンとよばれるミルクの椅子をもつ子
　　供がいる。
　　　　鱗『ジ・鷺三安嘱1
　　　　蔑ジi：・嘱簸誕義
〔13｝ミルクのす1う「」うには、稲、堰、麦、きひ、豆〃
　　∫τ：穀の種をかごにいれて手に持・、たカンゴンダマー
　　ごよばれる2人のr供がつづく、、頭に：鎌1白の鉢巻
　　きのようなものを巻き、腰にも赤い帯を巻いていろ、、
　　五穀の種はこの行列の豊年祭的要素の象徴のひヒつ
　　である。
●」　　ス
（ユ4）
鯨．鵠’陽∀　　　　　・　　、一；．フ廷’
ミルクズシー（弥勒節）を歌う女性の’団。ミ・レク
は女性ヒイメージきれ、ミ’レクにつづく子供たちは
ミノレクの∫冒共とされる．そしてそのあとに、　ミ’レク
を囲むヒされる女性たちがつづくのである。
「15／マミトーマとよはれる子供を中心ヒした一団　マミ
　　1・一マも農耕儀礼的要素を象徴する出し物のひヒっ
　　で、手に手にも．・ていろのは、鎌、鍬、へらなヒで、
　　fl々「jの最中のこれらをつか一’て農作業の所作を（り
　　かえす。
（16）稲摺節を歌う女性の・団，、白い布を2人の女性で持
　　一、て、それを弓1きながら籾摺りの所作をしたり、箕
　　をヒドに振りながら、籾殻を飛ばす所作などをす
　　る，lr列のなかではもっともよく農耕儀礼を表現し
　　ている。右側の女刊は鼻にかざりをつけており、道
　　化的な要素もある。
｝譲饗浮　。☆＿一ジ．．・　芸蕊、『
〔18）崎枝節を歌いながら行進する馬ブシャーは、馬をか
　　たどった木の型をからだの前につけ、馬に乗ってf・
　　綱を引（所作をしながら行進する、，中学生とおもわ
　　れるr供たちが担当する，、
（］7）ゾーブザー、ゾーブザーはミノレクや子供たちを捨て
　　て家を飛びだLたという設定で、醜いイメーシであ
　　る　クパの皮でつ（一・た被りもの、顔全体を覆一，て
　　いろ長い髭、腰∪タベコ入れが特徴である　ノー．フ
　　伊一は行列の後’十をあち二ち俳徊しながら行j庄．5る・
　　　ミ・しクに近づいてはいげない‘：きれてL・る　前組、
　　西組にもブー／げ一が登場する
（19）ムシャーマの行列のなかには、さまざまな民謡を歌
　　いながら行進するグループがいくつかある。組によ
　　って歌われる民謡には若干の差異がみられるが、こ
　　れは東組の六調節か鳩間節を歌いながら行進する女
　　性の一団。
、．，べ，，　∴　・…　・　．i　÷　1メ．「「　　　　　「　’－
・〉．十　．．　一　菖・r　　　7・　　　　　　　’「「　・
（20）東組だけの出し物であるハリエー。ハリエーは子供
　　たちが、鎌、鍬、へらなどの農機具をもって行進す
　　る。マミドーマと同じように農作業を表現している。
（21）頬被りをして腰には赤いふんどしのようなものを巻
　　いた女性の一団で、海のチンボーラとよばれる。ユ
　　ーモラスな所作を繰り返して、行列をみる観衆を沸
　　かせる。行列の中ではもっとも道化的要素をもつ・一
　　団である。
撫
（22）紺の法被、唐草模様の被りもの、赤い脚半のような
　　ものをつけた高校生以上の男了で構成される棒術の
　　一・団。子供から若者に成長すると棒術を経験する。
　　したがって棒術を行うのは若者になったシンボルで
　　もある。
（24）テーク（太鼓）。棒術．よりもやや若い子供が担当す
　　る。子供たちは棒術と同じように、頭には被りもの
　　を被り、脚半のようなものをつけている。太鼓は各
　　組4つで、大人の笛が4人ついて行進する。
（23）魚釣り。長い竿を持ち、糸の先にはカツオの模型が
　　つけられている。波照間鳥でかつてさかんに行なわ
　　れたカツオ漁の所作を行う。あちこちの水たまりに
　　魚を入れて、それを釣る所作をくりかえす。行列の
　　中では唯一一の漁携的要素である。
｛25）東組のムシ、・一マ行列の最後は獅子と獅子離子であ
　　る。波照間島の獅子はどの組も2体で、それぞれに
　　嚥子がつ（　【巨組ひ）嚥子は鬼の面をつけて獅子を噺
　　す、他の組には獅子嗜子の面はない．獅子舞を舞い
　　ながら行進する、
（26）ミルクは右∫三の扇を持ち、左手に長い棒を持って行
　　進するのは各組とも共通であるが、面や衣装が少し
　　ずつ衷なる、二れは前組のミルク，、東組のミルクに
　　くらべて額や頬が大きく、目も切れ長になっている。
　　面は1976年に製f乍されたものでもっとも新しい．衣
　　装の黄色はやや薄く、帯をつけない．
（2日西組のミルク、，波照間島の3つの三ノしクのなかでは
　　最も礼顔である．，　ミルクの前には．’．一リとよばれる
　　飾リ物をも・・た判共がいる、’＋一リは竹に五穀の実
　　をあしらりてつけたもので、二2パ．また農耕を象徴
　　する出L物てある，
↓2日1フ＋ナマ．ラーは1〔にし一．、たマニ｛フ（∫ツグ｝」ノ枝を．；，
　　りまわL、寸・こた圭リを二れでたた」・て晴着の．女・性た
　　ちをお三か「．なが・㌧行」筐する　　観衆は　一フ什マラー
　　；二きわるヒ命がない、ヒいわれ二いるので逃げまヒ’
　　三‘：
（2杓ムシャーマの行列立）なかに登場する雨の主とされる
　　来訪神ソサ．、’ラー。1984年のムシャーマ行列では、
　　前組に6体のフサマラーが出た。このうち2体は女
　　性が面を被りていた。水を人れた甕をリヤカーに乗
　　せて弓1いている，，
（3川　ブ→4．・’ラ．．の［自iは現在では瓢箪をト移〉に割って、二
　　れに日の県や歯をつけてつくる．かつてはディゴや
　　ヤシでつ：．，たという、身体は夕顔やナーべの葉で
　　全体を覆．〕　全体的にきたない「イージでつ（られ
　　、　、　．　！‘ノ
13D　フサマラーの面はこれを被る者が毎年新し1つ1る
　　ので、瓢箪の火ききもあり少しずっ違う、頭のヒに
　　はチョンマゲのようなもレ）もつ：られている．使い
　　終われば捨ててしまう，現在、国迄歴史民俗博物館
　　の第4展示室で展示していろのは、この年の前組の
　　フサマラー1師である∧
（32）‘1㌦前ll1時にはすへての行列がオーシヤ（波照間公民
　　館〕に到着し、～一シ†・で棒術、k鼓などが行われ
　　る　ミ’しクは・≧一シ．・・に到着すると面も衣装も脱い
　　でLまう〉帰りの行列でまたミ’しソ面をつけ衣装を
　　つけろので、それまではオーシ～已り「勺部に置いてお
　　ぶ．1「事の途中で面を取ってし長うのは波照間島の
　　ミルクの特徴である．
（33）面ヒ衣装をこって中庭の特別の席にすわる3尺のミ
　　・しク役，プーゾザーはこ二には着席しなしい　ミ・レク
　　役の前には来賓ヒ同じように、酒と弁当か出されて
　　いる．、二の間、　ミルク役はノ＼間にもビ・戸こいること
　　になる。
13．Pオーシ「≒・の前で行われろ棒術　イーシ≒・での出L物
　　は力列の順序1二同1．ように、二の1ドは東組、前相、
　　西洲の順序で行わオLる．棒術は各組10ノ・、・」しノで、2
　　人［組にな一ノてつき『つぎに演Lられる。なかには本
　　物いメJ物を棒の先1．：っけて演［．る組もあった
（3引棒術にっづいてテークし1ミ鼓）が行われる、人鼓は
　　人鼓4人、太鼓持ち4人、噺L4人、笛1人の構
　　成で、全部で1｛汰である、、
は6｝．イーシャでの‘1：前中の最「受は、．．．シプヂャー　（念仏
　　踊U｝である　ニンゾ手ヤーは無縁の先芒且の供査）ノ
　　ために行われるもので、もの悲しい調べが特徴であ
　　る，、二）ブチャーは各組別ではなlr†同で行われる．．
　　棒術や太鼓の若者が中庭に円を描きながらまわる
　　中央には酒、料理なヒ「の供物が｛㍑えられる
聡絃
、 パ・亘へ
〔3刀オーシャの舞台正面のやや高いところに作られた招
　　待者の席。竹富町の関係者や近隣の烏の代表者、村
　　の長老などが招待される。この席にすわる人々はネ
　　クタでを締めて正装している。招待者には酒と弁当
　　が「「L意される、．
（38）ニンプチャーを最後に午前の部は終り、人々はいっ
　　たん家にもどる。午後は1時半から民謡や踊り、狂
　　言などが行われる。これは午後の出し物が行われて
　　いる時の会場風景。石垣の上の招待者の手前には、
　　　般の大人がすわる。この人㌘には食事が用意され
　　ないので、家から酒と料理を持参する。
ほ9）舞台からやや離れたところから舞台をみる女性と子
　　供たち。オーシャ周辺での席では、　般の村の人は
　　男女別㌘に席を取る。家族単位に席はとらない。女
　　性と1㌢供たちは木ぐの間にビニールのシートを敷い
　　て座る，、やはり家から飲み物や食べ物を持参する。
U川午後の部の出し物は民謡や踊りのほかに狂言やコー
　　ムッサーヒ上ばれる踊りが演じられる。これは一番
　　狂言で、出L物のなかでは最も観衆の笑いを誘っ
　　た。午後の出し物も東組、前組、西組の順序で行わ
　　れる◇
」1 司」内「’
，召’
qDおもに女性たちによって歌われ踊られる民謡。これ
　　は波照間節の踊りであ凱，組によって出し物は異な
　　るが、かぎやで風節だけはビの組でも演じられる。
　　各組1時間仁♪演じ、午後5時にはすべての出し物
　　が終了L、た
（42）民謡と踊りが終了すると舞台はかたずけられ、その
　　あとに獅1〔の棒（シイシンボー）と獅子舞が演じら
　　れる．．これは獅子の捧。4人が1組となり、獅子を
　　あやす棒をつか一．）て演じられる．
（43）最後に行われる獅f㌘舞．各組2組すつの獅子が中庭
　　いっぱいに暴れまわろのは圧巻である、公民館長な
　　ビ村の人では獅∫二をあやして興奮させる、獅」こ舞が
　　終われば、オー．シCでのノ、シャ’一．、㌧．）行．事はすべて
　　終了する．
｛．↓4‘　．昂㌧）・／」々‘L：三．．f．友二i卜与半ヒ：頁、二　《．　　ン　．∵夕・ri～尭．＿、　：い‘
　　・分1三ヒ．こ各司［）．ノニ館に．岸る　　．二烈はイーシr・をiU㌘
　　｝担組り柏．列　朝ご）行列に比へる三、へ数もやや♂レご
　　1、途中ゾ．）演技ゴ．．簡‘Pである
洋「、r：
（45）各組レリ会館に帰ノ：・と、それ．ぞ．れ．こLた二　〆．’．㌔・一
　　が行われる．、．二れは前組の会館のk］．ごlrわ；れた．㌶
　　ゾ・’．．、・一、、1一シ、・でのニンプ．’．、・．‘二同じ．Lうに
　　｝㌧；　者　 きこ　　r∫、　4・　Il　I」C、　；こ　f　J：オ　　）　才　し　る　．ン　　　｝～il糸ll　．ご：　t　．　．　⊃　　　．　ノ「　．∫　　　ヤ，　一
　　は3｛1分以卜続けらオ1た
（．16｝S日1111の’』”』‘［L．の夜にfコ．われた『．・’二．η．・クfJ：‘1［、．
　　午後S時、波照問公民館∪）役員な1ご川数ノ＼はオ．ン
　　、’に集「プこ、軽トラックで最初に訪lll川・る外部落
　　に向か㌧．外、呂白、前、南、北の順に・い＼てV）川1
　　落をξわ㌘　㌧ノ‘「．．、三与問するのは、お1．だ．，た川数
　　軒のみ：あ’：．
～4当．・㌧ガ∵を行’うのはすべて男であ乙が、女性．暗仁
　　を着て、舶被りを二、そピそれが」．パ．1ご紙∴∫三の
　　面をつごる　巾着をもつデンガー、’こ．いる　話をす三．
　　時はすべて裏声を使う、男性であるこ三かわからな
　　いようにする．　二れはドラを鳴∴Lながノ、訪問す
　　；：．家・＼ヒ「角カド㌧．戸ン．亡ドマ已ナ．
．4ト．．・㌧〆・’ヤ　・力は訪閤．言．ろ家にぺ；ニヒ、　ま．」一そ。’家
　　　　　　：か・㍉　：∵．を受；㌧．漕L二㌫理か、Lピニ、～
　　　　各家．：勘：1時問（て噛L：均15げ董lll吸であえか、二
　　　　．コ　　　．㌧・受：↓、酒を㌣』、・こいる時1言1かか∵
川9戊もてなしが終わるヒ代表者がその家の二番1・1’：の先祖
　　棚にむか．りて拝た　祖先神の米訪神である．・’ンガマ
　　がその家の；1：：祖に挨拶を’3一る　したがって、．・㌧ガ
　　∵は個別の家∵）」先祖ヒは号えられていない二とに
　　なる．
（5川先祖への挨拶が終わるヒ、ドラのrl’にあわせてニン
　　プ・パ’一が歌われろ　ニンプ・ヂ．ヤーは5分間程度で
　　終わる「アンガマがつけている面；支1三製のもののほ
　　か、買ソて一来たヒおちわれるセ’しロイド製のものも
　　ある　木製のアニガ・’面はひと・ノのノ’▲である
「5いアンガマが訪問すろ家には近1’斤」戸、たちがノミ勢見物
　　に来るっヒ：に」°供たちが多い、子供たちは縁側か
　　ら、裏声を出すアンガマをからかったリ．）るが、ニ
　　ン．7』チャーを終わりてアンガマが縁側から出て1る
　　　　　　　　　　　　ぷと逃げるように去って行（．、
［52〕アンカマの翌日のS月12｝．］にはイタンキパラか行わ
　　れた，これは南部落の会館の庭で行われた老人を中
　　心ヒした宴。参加祝t酒と料理を家から持ち寄る，、
　　酒を呑んだり、歌を歌ったり、ニン／チャーをやる，
63，イタシキバラでは溝さらいなピの共同作業もffわれ
　　るが、二のllは雨で中止にな一・た。しかし、部落の
　　役員は会館にあつ圭ってムシャーマのあヒかたづけ
　　をナる。獅子、棒、太鼓、ミノレクの面や道1↓なビを
　　かたづけると．ヒもに、ムシャーマの費用の決算も行
　　われる。
／54）南部落の黒板で計算された決算の方式．この年、東
　　組は約11万の費用がかか・った。二れを戸数割と男女
　　の人数割で各戸から徴収する計算がかかれている，，
　　男女差はあるが、基本的には各戸が人人の人数に応
　　じて実質的に対等になるように計算されている，、
〔5訂ある役員の家では、女性たちが集ま一・ておもに衣装
　　のあとかたずけが行われていた．必要なものは洗濯
　　しアイロンをかけ、畳んで箱に収納する。これ∴の
　　あとかたずけには1「1かかび、
［56ノ｝1時すぎになるヒ、老人曙女）に㌧、てムラザー
　　レが行われた．、ムラザーレは盆をすぎても村に残一ノ
　　た悪霊を追い払う行事で、川数人の老人がド．フをな
　　らし、太鼓をたたきなから部落中を銅ノる。他の部
　　落との境では’斉の片足をあげて、悪霊をほかの村
　　にj〔三い出す所作をする、，
（571午後8時すぎになるとイタシキバラの最後の行；事で
　　ある獅子舞が会館の庭でIJわれる、獅ゴ舞もまた1！｝’、
　　霊を追い払う意味をもつ、二のとき］㌘供たちや人㌧
　　が会館の中庭に集まって、にぎやかに獅子舞が行．わ
　　れる、二のとき獅∫：舞をやるのは老ノ＼てある．
『w
　ぷ．
、
（58）ムシャーマに平行して家族単位の盆fr事も1」‘われ
　　る．，上ず、S川】3口のシ㌔’レピンの日には先祖迎え
　　の前に先祖棚の供物の準備が行われる　これは向部
　　、客。．）ある家族で世帯主がり．トウキビを束ねて飾り物
　　をつくって‘．・乙】二ろ
159｝先祖棚にはさ圭さまなものが供えられる．，生花、果
　　物、・り．トウキビ、餅、ダンゴ、花米、酒、茶、砂糖
　　菓．rなどである「供物が供えられると先祖棚は・挙
　　にはなやかになる、、この家族の位牌は宋塗りの中lq
　　風の位牌であるが、これはi1（椴の位置の長まである，，
16川》1三祖棚の準備力’すむと、’ド後に墓参りをして先祖を
　　迎える，波照間島の墓は集落の外側にあり、遠い家
　　は軽トラ・ソクで墓参りに行（。墓はジノレクニ．∫．（1
　　月16ヒ1）以後、参っていないので苧、に覆われてい
　　ノ∴，掃除のあと、酒、茶、藥子を供え線香を焚いて
　　まいる，
（6D波照間島の幕は家族単位につ．くられる。そσ）形態に
　　はおおよそ3っあるっこれはもっとも占いいと思わ
　　れるサンゴの石でできた墓。四方をサンゴの石で積
　　みヒげ、中央に大きな石で蓋をする．，前面には60セ
　　ンチ四方程度の人りnを設ける，、
（62）これは亀の甲羅の形をした亀甲墓。サンゴの墓につ
　　いで占いヒ考えられる。
〔63）これは家型の段のiこに右塔を立てた築．二の型の墓
　　が最近はぷえている。石塔は本土の影響と考えられ
　　る。石塔には「　：家之墓」のように家の名前が書
　　かれているものが多い。
（64）墓参りをすませて先祖を家に招いたあとに、きっそ
　　く先祖棚に供物が供られる。この家族の場合には2
　　人分の酒と膳が供えられた。膳には雑炊、吸い物、
　　新香、カツオの刺身、蒲鉾・天ぷら・からあげの盛
　　物でありた。先祖を迎えた日にはカツオの刺身を供
　　えるのが什からのやりかたである、、先祖が食べやす
　　いように、先祖棚の方に箸が置かれている。
（65）供物を供えたあと、世帯主が先祖を迎えてはじめて
　　先祖棚におまいりする。このあと家族もおまいりす
　　る。
（66）盆の中H（ナカヌピン）のムシャーマの日の昼の供
　　物。お茶と果物が供えられている、、盆の期間中、先
　　祖にf可度も1共物が供えられる。
（67）ウグリピン（先祖送り）の朝の供物。このときには
　　酒、御飯、吸い物、新香、生卵が供えられた。この
　　とき供えられたのも2人分である。ウグリピンの日
　　には、かつては男が先祖に供える魚を取りに行った
　　が、現在は行われていない。 （68）盆の期間中、親族の先祖棚まいりが行われる。
（69）アンガマ行事がおわって、午前1時ころから先祖送
　　りが行われる。これは先祖送りにあたって、先祖に
　　最後にそなえられた供物。酒、茶、菓子、蒲鉾・天
　　ぷらなど、吸い物が供えられる。この時は料理ごと
　　に盆に入れられていた。
（70）供物を供え終わると、家族全員が先祖棚の前に集ま
　　っておまいりし、先祖と別れをつげる。このとき世
　　帯主が声をあげて供物の内容を先祖に説明する。お
　　まいりが終わると、タチブシンの酒を世帯主、妻、
　　子供の順に家族全員で呑む。
（71）っぎに世帯主と妻が、先祖棚の前に水を入れたたら
　　いを用意して、ウチカビを燃やす。ウチカビは貨幣
　　の型をつけた黄色い紙で、これを3セント分燃やす
　　のだという。中国的な習俗である。
（72）ウチカビを燃やし終わると、先祖棚の供物をすべて
　　下ろし、金たらいにいれて、家の門口まで運ぶ。こ
　　こで世帯主が線香をあげて先祖を送る。これで盆の
　　行事はすべて終了する。
